
4. 修士課程

修士課程における学位論文等の評価基準及び審査体制 

評価基準 

本学学生は大部分が政府機関等からのミッドキャ

リアの派遣学生であるため、修士論文は政策形成能

力の向上を目指すことを目的とし、各自の関心のあ

る特定の政策的課題を取り上げ、各種の学際的学問

分野（経済学、政治学、行政学、工学、及び学際領

域）のディシプリンを用いた政策効果の分析及び政

策評価等の政策分析を行っています。それぞれの教

育プログラムにおいて修士論文又は特定の課題につ

いての研究を評価する際は、その特性に応じて、各

種の学問的方法論に基づいた客観的、合理的な分析

であるか否かを基準とし、独自に評価を行うものと

します。

なお、この評価基準は、各教育プログラムにおい

て、入学時のガイダンスで周知するものとします。

審査体制 

各教育プログラムごとに、論文発表会等を実施し、

質疑応答を行った上で、複数の本学教員からなる審

査委員による審査を経て、合否を判断します。この

審査結果に基づき、修士課程委員会における審査を

経て、研究教育評議会で最終的に合否判断を行いま

す。
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4. 修士課程

修士課程の修了要件 

プログラム 修了要件 学位

公共政策プログラム

・地域政策コース

・インフラ政策コース

・防災・危機管理コース

・医療政策コース

・農業政策コース

・科学技術イノベーション政

策コース

・国際協力コース

・まちづくり政策コース

・総合政策コース

履修方法（カリキュラム）（1）修士課程 公共政策プログラ

ムに掲げる授業科目のうち、区分Ⅰから 4 単位、区分Ⅱから

8 単位以上を履修し、合計 30 単位以上（区分 X に属する授

業科目の単位を除く。）を履修するとともに、特定の課題に

ついての研究成果の審査に合格し、かつ最終試験に合格する

こと。（公共政策プログラムコース修了証については、本ペ

ージ下部を参照のこと。）

修士（政策研究）

修士（文化政策）

修士（インフラ政

策）

修士（防災政策）

修士（公共政策）

科学技術イノベーション

政策プログラム

履修方法（カリキュラム）（2）修士課程 科学技術イノベー

ション政策プログラム（2 年制）に掲げる授業科目のうち、

区分Ⅰから 4 単位、区分Ⅱから 18 単位以上を履修し、合計

30 単位以上（区分 X に属する授業科目の単位を除く。）を履

修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合

格し、かつ、最終試験に合格すること。

修士（公共政策）

国際的指導力育成プログ

ラム

履修方法（カリキュラム）（3）修士課程 国際的指導力育成

プログラムに掲げる授業科目のうち、区分Ⅰから 4 単位、区

分Ⅱから 20 単位以上を履修し、合計 30 単位以上（区分 X
に属する授業科目の単位を除く。）を履修するとともに、特

定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ最終試験

に合格すること。

修士（政策研究）

戦略研究プログラム 履修方法（カリキュラム）（4）修士課程 戦略研究プログラ

ムに掲げる授業科目のうち、区分Ⅰから 22 単位、区分Ⅱか

ら 9 単位以上を履修し、合計 31 単位以上（区分 X に属する

授業科目の単位を除く。）を履修するとともに、特定の課題

についての研究成果の審査に合格し、かつ最終試験に合格す

ること。

修士（政策研究）

公共政策プログラムコース修了証 

公共政策プログラムに所属し、

(1) 公共政策プログラムカリキュラム区分Ⅲ選

択科目におけるコース指定科目の各コース

すべての単位（合計 10 単位）を取得し、 
(2) 特定の課題についての研究成果が当該コー

スの政策に係るものでありその審査に合格

した場合

は、コース修了証が授与されます。

また、所属するコース以外の修了証や、修了

証を複数得ることも可能です。その場合は、修

了証授与を希望するコースすべてについて、上

記 (1)及び(2)の条件を満たすことが必要です。

具体的には、希望する各コースのコース指定科

目すべてを履修すること、主指導教員及び副指

導教員に各コースの担当教員が参画しているこ

と、研究テーマが各コースに関連するものであ

ること、希望するコースの両方で最終審査を受

けることが求められます。希望する方は、入学

時に所属するコースのコースディレクターにご

相談ください。
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修士課程プログラム 

修士課程（国内プログラム） 

公共政策プログラム 

公共政策プログラムは、中央省庁や地方自治体、民間

企業等の幹部候補職員や、政策研究志望者など、様々な

分野で政策研究を必要とする者を対象とし、高度な専門

的知識を有するだけでなく、責務の自覚を持つ専門的指

導者や新しいタイプの政策研究者を養成するためのプロ

グラムです。

所属するコースによっては、英語による授業の履修が

必須となる場合もあります。

公共政策プログラム 地域政策コース 

地域政策コースは、地方創生や地方分権が進む中で、

豊かな政策構想力と優れた行政運営能力を持つ将来の自

治体幹部となる人材の養成を目的としています。 

このコースは、全国の自治体から有望な若手職員を集

め、将来の自治体幹部候補生として育成するための特別

のコースです。自治体や地域に焦点を当てた講義科目を

多数展開するとともに、学生は、最も今日的かつ先進的

な政策課題を選択し、指導教員によるきめ細やかな指導

の下、政策の企画・立案・戦略を構想し、ポリシーペー

パーをまとめ上げます。 

他コースや他プログラムを含め、全国の自治体から集

う学生同士のネットワークは、本人及び自治体双方にと

って貴重な財産となります。また、海外からの留学生と

積極的な交流を図ることにより、グローバルな時代の自

治体職員にふさわしい国際感覚が身に付くとともに、国

際的な拡がりを持った幅広いネットワークを形成するこ

とも可能です。 

自治体の総務企画部門を中心に幅広い分野で活躍す

ることができる、中央省庁の行政官を凌駕するような能

力を備えた中核的人材・高度のジェネラリストを養成す

ることを目指します。 

公共政策プログラム インフラ政策コース 

国の発展にとって重要な役割を果たす国土政策、都市

政策、社会資本政策を中心に、その基礎となる経済学、

政策評価、民間資金による社会資本整備・管理、事業に

実施に必要なプロジェクトサイクルマネジメントや景観

設計などについて重点的に教育します。修学期間は1年

のコースと1年3ヶ月のコースを選択することができま

す。 

経済の国際化に伴う地域間競争や水平分業、人口動向

の変化、地域間所得格差、地球環境問題など、国土政策、

社会資本政策を取り巻く環境は大きく変化してきました。

政策評価、事業評価、パブリックインボルブメント、PFI
や指定管理者制度、社会資本の高齢化に伴うアセットマ

ネジメントなど、従来の個別学問分野のみでは対応でき

ない業務も拡大しています。これらの課題に対応して、

官・民を問わず地域の活性化、環境整備、社会資本など

に係わる分野や組織において、我が国のリーダーとなる

人材を養成することが本プログラムの目的です。 

公共政策プログラム 防災・危機管理コース 

 本コースは、東日本大震災をはじめとするこれまでの

災害等の教訓を踏まえ、今後想定される南海トラフ地震、

首都直下地震、大規模水害等の巨大災害や重大事故、感

染症パンデミック等の各種危機に備えて、防災・危機管

理に関する最新の取組み、課題等について学ぶことによ

り、総合的な専門知識を有し、関連政策の企画や実践に

係る高度な能力を有するエキスパートを養成することを

目的としています。 

 このコースでは、行政学・経済学・政治学・工学など

幅広い分野の知見を有機的に結びつけた教育パッケージ

を準備しています。また、多くの教員は、中央政府、地

方自治体等における関連業務の実務経験が豊富で、実践

的な政策能力を養う教育が行われます。さらに、関係す

る中央省庁や地方自治体などの災害関連機関、研究機関

等との連携・協力により、先進的な教育・研究を目指し

ます。 

 学生は、政策研究の基礎となる科目を履修するととも

に、自ら設定した研究課題に関する論文を作成します。

論文作成の過程では、ゼミや発表会を通じ、また、担当

教員の個別指導を受けながら、問題分析能力や政策立案

能力を高めていきます。 

 また、災害の被災地を訪れ、現地で苦労されている方々

の声を直接聞き、意見交換を行う被災地学習や、防災中

核機関への訪問学習、中央省庁等の実務家による講義な

どを積極的に展開します。 

本コースで1年間学んだ学生が、修士（防災政策）の

学位を取得し、修了後、培った能力を国・自治体・企業

等それぞれの所属で大いに発揮するとともに、防災・危

機管理のネットワークを構築し、連携・協力を図ること

により、安全・安心の国・地域づくりに大きく寄与する

ことを期待しています。 
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3. 修士課程

公共政策プログラム 医療政策コース 

今日、人口構造の変化、経済構造の変容、医療技術の

革新など、医療を取り巻く環境は激変しています。また

COVID-19 パンデミックは、医療にさらなる課題を突き

つけました。高齢者人口がピークを迎える一方、労働力

人口は激減する 2040 年頃を見据え、地域包括ケアの実

現を目指し、制度をダイナミックにモデルチェンジして、

持続可能性を高め、かつレジリエンスを強化していく必

要があります。 

医療政策コースは、こうした変革と激動の時代におい

て、医療政策を展開する上で必要な理論・知識や分析手

法を修得するとともに、医療やその関連分野の政策動向

や課題の本質を理解し、総合的かつ実践的な政策展開を

図ることができる人材の育成を目的としています。 

講義や演習は理論的かつ体系的な内容を用意しつつ、

同時に医療政策の実践的な展開に役立つ内容となるよう

十分配慮します。 

医療政策と一口にいっても、自治体をはじめ派遣元が

抱えている問題状況は一様ではありません。学生の関心

も多様だと思われます。ポリシーペーパーの作成におい

ては、学生の関心や派遣元が抱えるニーズ等を踏まえ適

切なテーマを設定できるよう配慮するとともに、その内

容が今後の政策展開に資するものとなるようきめ細や 

かな指導を行います。また作成過程を通じ、政策立案時

に求められる論理的かつ視野の広い考察と、説得力のあ

る説明を行う能力を培うことを目指しています。 

公共政策プログラム 農業政策コース 

少子・高齢化等に伴う国内のライフスタイルの変化や

世界の食市場の規模拡大などが進む中、農産物や農山漁

村の暮らしに付加価値をつけ、地域独自の魅力を創造し

ていくことは、これからの地域活性化には無くてはなら

ないアプローチです。このようなアプローチで地域を活

性化するためには、現場に根差したユニークな政策を企

画・立案し、これを農林漁業者や食品事業者などの民間

のパートナーと協働して着実に実践することが必要とな

っています。 

農業政策コースでは、政策研究・立案のプロフェッシ

ョナルによる実践的な講義、農業・食品産業などマーケ

ット最前線のビジネスパーソンや農林水産省等中央省庁

職員との交流、海外政府や他の自治体など多様なバック

グラウンドを持つ学生とのネットワーク構築、学生の関

心や各自治体が抱えるニーズ等を踏まえた今後の政策展

開に資するポリシーペーパーの作成等を通じて、公共政

策を展開する上で必要な理論・知識や分析手法を修得す

るとともに、農業やその関連分野の政策動向・課題の本

質を理解し、総合的かつ実践的な政策展開を図ることが

できる人材の育成を目指します。 

公共政策プログラム 科学技術イノベーション政策コース 

  知識が経済・社会の発展に大きな影響を及ぼす知識基

盤社会においては、科学技術イノベーション政策の役割

は、科学知識の発展のためだけでなく、新産業創出や、

雇用の確保、生活の質の向上、環境問題、さらにはSDGs
を含めた社会課題の解決のためにも急速に高まっていま

す。また、デジタル化の時代において研究開発やイノベ

ーションの方法論も変化し、その政策やマネジメントの

あり方の理解も必要となっています。 

こうした背景のもと、本コースでは、科学技術イノベ

ーション政策に関する学問的ならびに実務的専門知識に

沿って、科学的アプローチを用いて、科学技術イノベー

ション政策や戦略の企画・立案・実行、 評価、修正の実

務をおこなうことができる専門職業人や、将来、博士課

程に進学するなどして科学技術イノベーション政策に関

する研究者になることを目指す者の育成を行います。 

公共政策プログラム 国際協力コース 

地球的規模で持続可能な開発目標（SDGs）の達成が

求められる中、本コースは、国際開発・国際協力の分野

において国内外の様々な立場から指導的役割を果たす人

材を養成することを目標としています。 

 本コースの学生は、公共政策プログラム全体の必修科

目・選択必修科目に加えて、コース指定科目として、英

語で行われる国際開発関係の5つの専門科目を履修しま

す。更に、選択科目として英語・日本語で行われる多様

な科目を履修することができます。本学は、全学生の約

3 分の 2 が留学生という国際的な環境であることから、

英語の科目では留学生たちと共に学ぶことになります。

また、開発途上国が直面する課題、グローバルな開発課

題、国際開発政策や国際協力事業の立案・実施にかかる

諸問題等をテーマに、ポリシーペーパーを作成します。 

これらを通じて、公共政策全体の基盤となる知識の習

得に加えて、高度開発人材として求められる専門的知識

の習得、世界各国の政府部門で働く留学生たちとの政策

議論、人的ネットワーク形成の構築が可能となります。 

公共政策プログラム まちづくり政策コース 

少子高齢化の進展、人口減少社会への突入を迎え、日

本の地方都市の多くは危機的な課題に直面する一方、外

国人観光客の増加、テレワークの普及など地方都市がそ

の魅力をアピールする機会が増えるなど、都市やまちの

再生に真剣に向き合うべき時を迎えています。 
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このような背景の下、本コースは、まちづくりに関わ

る現実の様々な政策課題について、データや現地調査結

果等の様々なエビデンスを用いた分析・評価を行い、そ

の結果に基づいた政策立案（EBPM）ができる能力を持

つ人材を養成することを目的としています。 

本コースでは、ミクロ経済学をベースに、計量経済学、

費用便益分析といった各種分析・評価手法を学ぶ科目、

これらを用いた分析・評価事例や政策事例を学ぶ科目、

分析・評価の結果を政策として実現するための法制度に

関する科目など、多彩な科目を提供します。 

また、上記の諸科目の履修を通じて得た知識を応用し、

政策課題の分析・評価の結果に基づく修士論文を作成、

政策提言を行うことを通じて、EBPMの実践能力を総合

的に身につけることを目指します。 

カリキュラムは、基礎から応用、知識から実践といっ

たかたちで構成されているため、職種にかかわらず安心

して学ぶことができます。 

都市政策、まちの再生、住宅・建築政策のほか、環境、

教育、労働、福祉といった広くまちづくりに関する政策

に携わる国・地方自治体職員、独立行政法人職員や、公

共部門と連携する企業の職員、コンサルタント、不動産

鑑定士や建築士といった専門家、非営利組織職員等で、

EBPMの実践に意欲を有する方を対象としています。

公共政策プログラム 総合政策コース 

本コースは、多様なニーズの受け皿となるべく、多様

な履修形態を整備しており、その柔軟性に特徴がありま

す。このコースで学んだ学生が、公共政策の現場におい

て、その能力を最大限発揮できるよう、問題分析能力と

政策構想能力を修得するためのトレーニングを中心とし

たカリキュラムを組んでいます。

具体的には、各自の政策課題に応じて、履修する5科

目を自己申告し、例えば、外交、防衛、財政、金融、産

業、通商、環境、労働、福祉などの政策分野を特定しま

す。本コースの修了には、自己申告5科目の履修と、特

定した政策分野に関連する研究の実施が要件となります。 
入学後半年間で政策研究の基礎となる科目を集中的に履

修し、その後半年間で、自ら設定した研究課題に関する

論文を作成し、政策提言を行います。論文作成の過程で

は、指導教員による指導が行われ、問題分析能力や政策

構想能力を高めることができます。

また、Global Studies認定証を併せて修得することが

推奨され、海外における研修と組み合わせたり、特定課

題をより深く研究することを希望する学生には、フィー

ルド・リサーチを必要とする修士論文の執筆を求めるな

ど、標準修了年限を前提としつつも，在籍期間の延長も

含めて、ニーズに応じた多様な履修形態を可能としてい

ます。 

科学技術イノベーション政策プログラム 

 知識が経済・社会の発展に大きな影響を及ぼす知識基

盤社会においては、科学技術イノベーション政策の役割

は、科学知識の発展のためだけでなく、新産業創出や、

雇用の確保、生活の質の向上、環境問題、さらにはSDGs
を含めた社会課題の解決のためにも急速に高まっていま

す。また、デジタル化の時代において研究開発やイノベ

ーションの方法論も変化し、その政策やマネジメントの

あり方の理解も必要となっています。 

こうした背景のもと、本プログラムでは、科学技術イ

ノベーション政策に関する学問的ならびに実務的専門知

識に沿って、科学的アプローチを用いて、科学技術イノ

ベーション政策や戦略の企画・立案・実行、評価、修正

の実務をおこなうことができる専門職業人や、将来、博

士課程に進学するなどして科学技術イノベーション政策

に関する研究者になることを目指す者の育成を行います。 

教授陣には、国内外の優れた科学技術イノベーション

政策研究の専門家を揃え、さらに、より実践的な研究教

育を行うため、科学技術イノベーション政策を専門とし、

第一線で活躍する実務家を講師として迎えています。ま

た、優れた研究者や実務家を招いた研究会、講演会も開

催します。 

平日夜間、土曜日の授業を中心とする 2年制プログラ

ムです。 

国際的指導力育成プログラム 

激動する世界のなかで、官民を問わず国際場裏で個人

としてリーダーシップをとることのできる人材が求め

られています。現在の世界では、様々な地政学的な変動

が起きる中、欧米の先進国に加えて、グローバル・サウ

スと呼ばれる新興国・途上国も台頭して国際関係が複雑

化し、日本政府や日本企業で国際業務を進める職員は、

難しい舵取りを迫られています。

 従来型の二国間外交に加えて多国間外交が頻繁に繰

り広げられる世界では、これまで以上に国際情勢に通じ、

戦略感覚にあふれ、コミュニケーション能力に優れ、敬

意をもたれつつ指導力を発揮できる人材が求められて

います。さらにそのような「外交力」が必要とされるの

は、外務省職員にとどまらず、いまやほぼすべての中央

省庁、政府関係機関、地方自治体に及んでいます。民間

企業にしても、国際政治情勢が急速に変化するなか、「地

政学リスク」を的確に判断しつつ、関係企業との交渉、

さらには各国政府や国際機関やNGO への働きかけの

４

4. 修士課程

－25－



3. 修士課程

できる人材が求められています。日本のメディアもまた、

世界情勢を日本に伝えるだけでなく、日本の情報を世界

に発信することが必要とされています。

国際関係の体系的な理解や実践的トレーニングを重

視している本プログラムは、このような人材育成に特化

し、組織や国のブランドに依存しない、真の外交力を備

え、組織の国際交渉を率いる人材を育成することを目的

としています。

戦略研究プログラム 

本プログラムは本学と防衛省防衛研究所との連携プ

ログラムであり、安全保障・防衛政策に携わる日本及び

各国の幹部級実務者に対し、より高度な政策立案・実施

能力、情報収集・分析および発信能力、関係諸国との対

話能力などを獲得するために必要な教育を実施するとと

もに、政策研究のための場を提供することを目的として

います。 

学生は、本学と防衛研究所において必修及び選択必修

の各科目を履修します。必修科目としては、国際安全保

障論、戦略理論、法と安全保障、経済と安全保障、各地

域における安全保障問題など、安全保障に関する基礎的

な知識から実務に活用できる科目や、戦争史原論や近代

日本の軍事史など、長期的な視点から安全保障・防衛政

策を考えるために必要な科目まで、広範に設定していま

す。 

また、選択必修科目としては、米国、中国、朝鮮半島、

東南アジア、南アジア、中東などについて地域別に安全

保障問題を考察するための科目とともに、国際政治学概

論、政軍関係概論、宇宙と安全保障、防衛産業・技術開

発概論などの分野別の科目を、それぞれ学生の関心に応

じて履修することができます。さらには、東アジアの歴

史認識をめぐる諸問題など、安全保障政策に影響を与え

る課題に関する科目も開講されます。 

さらに本プログラムでは、講義等で学んだことを実際

の政策に結びつけるための手段として、政策シミュレー

ションを取り入れています。学生は、政策決定過程に関

する講義を受けた後、各種のシナリオに基づいて安全保

障・防衛政策のあり方を研究・討議するとともに、政府

機関等の対応や関係諸国との調整、各種法制の適用など

について演習を行います。 

最後に、修士論文にあたるリサーチペーパーについて

は、入学後なるべく早い時期にテーマと指導教員を決定

し、修了までの1年間で執筆します。論文執筆にあたっ

ては、各学生につき、原則、本学と防衛研究所から1名

ずつ、計2名の教員が指導します。

修士課程（国際プログラム） 

Young Leaders Program 

ヤング・リーダーズ・プログラム（Young Leaders 
Program：YLP）は、2001 年に開始した文部科学省の

奨学金プログラムです。YLP は、アジア諸国等の将来の

ナショナル・リーダーの養成に貢献すること、各国の指

導者層の間に人的ネットワークを創ること、我が国を含

む諸国間の友好関係を構築すること、及び各国の政策立

案機能を向上させることを目的としています。 

本プログラムは、政策立案者及び将来の政治的指導者

の養成を目的としたプログラムであることを特徴として

います。日本の政治や経済についての理解を深め、同時

に、地域・国際社会の政治経済について、比較と歴史的

視点に基づいた知識を身につけさせることを目指してい

ます。 

本学では、2001年から行政コースを、2009年から地

方行政コースを実施しています。いずれのコースも、行

政学や政策研究に関する様々な科目が提供されるととも

に、政治家や、政府高官、実業界の幹部、地域社会のリ

ーダーとの政策論議の機会が用意されています。両コー

スを対象としたコロキアム及び講義とともに、行政コー

スにはフィールドトリップ、地方行政コースにはワーク

ショップ、両コースにインディペンデント・スタディの

提出が課されるなど、中央省庁や地方公共団体など他機

関との連携により、実際の課題に即して政策研究を行う

機会も設けられています。 

One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) 

1年制公共政策プログラム (MP1) のカリキュラムは

必修科目、選択科目から成り立っており、4つの政策専

門領域（経済政策、国際開発政策、国際関係、公共政策）

から1つの分野を選択し、より専門的な知識を習得して

いきます。その他の多様な選択科目では視野を広げたり

知識を深めたりすることができます。同時に、政策実務

担当者・経験者による実用性を重視した高度な教育も実

施しています。 

Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) 

2年制公共政策プログラム (MP2) は、1年制公共政策

プログラム (MP1) を土台に、政策分析能力の向上によ

り重点をおいた教育を施します。1年次には複数領域に

またがった基礎的な分析能力を身につけるとともに、4
つの政策専門領域（経済政策、国際開発政策、国際関係、

公共政策）から1つの分野を選択してより専門的な分析

能力を獲得していきます。あわせて、学術的・実務的な

様々な選択科目を履修することができます。2年次には、
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それまでに習得した専門的・実用的な知識・スキルを駆

使して、選択した専門政策領域の教員の指導を受けつつ

修士論文を執筆します。 

Macroeconomic Policy Program 

Macroeconomic Policy Program (MEP) は、マクロ経

済の変動、国内外の財政・金融政策の影響や役割を理解

し、政策対応ができるマクロ経済政策の専門家を育成す

ることを目指しています。マクロ経済学の考え方を基礎

とし、マクロ経済政策の分析、立案、実施を理論的及び

実証的な手法と観点から教育するプログラムです。 

本プログラムは、従来の Transition Economy 
Program を受け継いで発展したプログラムで、1年プロ

グラムと 2 年プログラムがあります。1 年プログラムの

履修単位は34単位、2年プログラムは44単位です。短

期間での学位取得を希望する方には1年プログラム、時

間に余裕があり、修士論文を執筆したい方や分析技術の

向上により一層専念したい方には2年プログラムを履修

することを勧めます。 

 ポリシーペーパーや修士論文の執筆では、本プログラ

ムの中心となる教授陣が演習を通じてきめ細やかな指導

を行います。また、定期的に開催される GRIPS フォー

ラムは、国内外の政治経済に関する主要な問題について

理解する絶好の機会を提供します。週に一度開催される

研究会では最先端の経済学研究に接することができます。 

 本プログラムのカリキュラムは必修科目、選択必修科

目、選択科目、その他の科目から成り立っています。マ

クロ経済学、ミクロ経済学、計量経済学を含む必修科目

では、経済学の原理と理論及びマクロ経済政策の設計と

評価に関する実践的な分析技術を養います。さまざまな

選択必修科目及び選択科目を通じ、金融政策、財政政策、

国際貿易、金融市場など、関心がある特定の領域におい

て自分の専門性を高めることができます。 

Public Finance Program 

開発途上国の租税政策及び関税政策への知的支援の

観点から、将来それらの分野で責任を負うこととなる若

手行政官を主たる対象として、経済学を主とし、政治学

ならびに行政学等に関する専門的教育を行うとともに、

国税庁税務大学校、財務省税関研修所との連携による実

践的教育（Practicum）を実施し、我が国の政策経験を

踏まえた高度な専門的行政能力の育成を目指しています。

本プログラムは、世界銀行（WB）及び世界税関機構

（WCO）の全面的な支援によって運営されており、Joint 
Japan / World Bank Graduate Scholarship Program
によるTax Course とJapan-WCO Human Resource 

Development ProgrammeによるCustoms Courseから

なっています。 

Economics, Planning and Public Policy Program 

アジア最大の民主主義国のひとつであるインドネシ

アは、今、大きな変革が行われています。インドネシア

の民主化と地方自治のプロセスは政治、経済及び社会を

大きく変えています。この大変革を順調に乗り越えるた

めには、優秀な人材養成が急務です。 

本プログラムは、インドネシアの中央政府及び地方自

治体において、インドネシアのグッド・ガバナンスと経

済発展に貢献できる人材を養成することを目的としてい

ます。修士課程1年目の教育をインドネシアの有力国立

大学（インドネシア大学、ガジャマダ大学、ブラウィジ

ャヤ大学、パジャジャラン大学）において行い、2年目

の教育を本学で行う、2年間の共同プログラムです。こ

のプログラムでは、経済学、政治学、公共政策、公的管

理など、将来の職務に必要となるコア・スキルの育成に

重点を置きつつ、多くの専門分野と幅広いテーマの中か

ら、学生は個々のニーズにあった履修を選択できるよう

になっています。修了者に対しては、本学及びインドネ

シアの大学からそれぞれ修士の学位が授与されます。 

学生はさらに、本学の教授陣や他のプログラムに在籍す

る世界中の行政官との交流を通じて、幅広いネットワー

クを形成することや国際感覚を身に付けることができま

す。 

Disaster Management Policy Program 

 本プログラムには、「地震学・耐震工学・津波防災コー

ス」「水災害リスクマネジメントコース」の 2 コースが

あります。 

(1) 地震学・耐震工学・津波防災コース

GRIPS-BRI Joint Program
地震学・耐震工学コースは、2005年に本学と国立研究

開発法人建築研究所（BRI）、独立行政法人国際協力機

構（JICA）との連携により開設されました。翌年の2006
年には津波防災コースが追加開設されました。 

地震災害は、他の自然災害と比較して、人命損失、家

屋倒壊、社会的財産への打撃など、その被害が甚大であ

ること、地震発生予知が困難であることなどから、その

被害を軽減するための事前の防災対策が重要視されてい

ます。 

先進国では、地震学、耐震工学及び津波防災分野の発

展により防災対策の充実が図られ、社会が地震に対して、

より安全になってきましたが、地震多発地域に存在する

発展途上の国々では依然として地震や津波に対して脆弱
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な状況が続いています。発展途上国における地震安全性

を高めるためには、防災に係る技術と知識を先進国から

そのまま移転するのではなく、それぞれの国の実情や社

会システムに適合するような技術や制度を開発すること

が不可欠です。そのためには、地震学、耐震工学及び津

波防災等における高度な知識や技術を備え、優れた行政

能力を有する人材の養成が必要です。 

このプログラムでは、講義と演習を通して、地震防災

に必要な地震学、耐震工学及び津波防災分野の知識及び

技術を修得し、日本の経験を基にした防災政策の理論と

実践を学びます。加えて、実習と問題解決演習を通して、

それぞれの国特有の問題に対して、習得した知識や技術、

政策理論を適用させる能力を身につけさせることにより、

開発途上国における地震・津波防災政策分野の専門家養

成を目指します。 

(2) 水災害リスクマネジメントコース

GRIPS-PWRI Joint Program
このコースは、2007年に本学と国立研究開発法人土木

研究所（PWRI）、独立行政法人国際協力機構（JICA）
との連携により、開設されました。 

洪水や渇水などの水に関連する災害は、人類の持続可

能な開発、貧困の削減を実施するために克服すべき主要

な課題の一つです。激甚な水関連災害は、これまで世界

各地で発生しており、近年、その数が増えつつあるだけ

でなく、人口の急激な増加、都市への人口・資産の集中、

及びハイテクなどの資産の高度化に伴い、その被害・影

響も増加する一方です。また、将来的には地球温暖化に

伴う気候変動によって降雨量およびそのパターンの変化

が予想されており、それによる水関連災害の深刻化・頻

発化が懸念されます。併せて、地球温暖化に起因する海

面上昇が世界的に予想され、沿岸域、河川下流のデルタ

地域、小島嶼への影響がさらに深刻化することも予想さ

れています。 

これらの水関連災害の軽減のためには、堤防やダムな

どのハード整備と、早期警報システムや洪水ハザードマ

ップなどのソフト対策がバランス良く行われることが必

要ですが、予算や人的資源が限られている発展途上国に

おいては、それらに関する知識や技術を持つ技術者が少

ないのが現状であり、高度な知識と技術を備えた優れた

行政能力を有する人材の育成が急務とされています。 

このプログラムでは、講義と演習を通じて、水文学や

河川工学などの基礎工学、さらにソフト施策の立案に必

要な総合洪水リスクマネジメントや洪水ハザードマップ

の知識及び技術を習得します。併せて、水関連災害軽減

のための代表的施設であるダムや砂防施設に関する知識

及び技術を習得します。加えて、実地での演習を通して、

習得した知識や技術、政策理論をそれぞれの国特有の問

題に適用させる能力を身につけさせることにより、開発

途上国における水関連災害防災政策分野の専門家養成を

目指します。 

Maritime Safety and Security Policy Program 

海上保安政策プログラム（Maritime Safety and 
Security Policy Program）は、本学と海上保安庁、独立

行政法人国際協力機構（JICA）との連携により開設され

たプログラムで、日本国内・国外の海上保安機関で勤務

する実務者を対象として、海上で発生する種々の課題に

的確に対処するために必要な高度な知識、分析・提案能

力及び国際的に通用するコミュニケーション能力を有す

る人材を育成することを目的としています。 

カリキュラムは、本学の他の国際プログラムと同様の

基礎科目である国際関係論や国際安全保障論に加え、海

上保安機関に属する実務者として必要不可欠な海洋法、

地域研究、海上保安政策など、本プログラムの特色とも

いえる科目で構成されています。さらには、海上で発生

する種々の事案への対応能力を身につけるべく、過去の

事例などを参考にした、あるいはシナリオを用いた実務

的な演習も実施しています。さらに、学生は、自身が個

別のテーマを設定し、1 年の就学期間中に上記の各科目

で習得した知識のみならず、自らの実務経験や自身が調

査し、身につけた知識も併せて、担当教員の指導を受け

ながらリサーチペーパーを執筆します。 

学生は、毎年 10 月の入学後、翌年 3 月までは本学に

おいて必修及び選択必修の各科目を履修し、その後、7
月までは海上保安大学校（広島県呉市）へ移動して授業・

演習などを行います。海上保安大学校においては、必修

科目として救難防災政策、海洋警察政策などを設定し、

それ以外にも、実務者として必要となる分野を学生各自

が選択できるように選択科目も設けています。選択科目

においては、犯罪取り締まりに関する知識の習得や、政

策策定の重要な要素となる理工学的素養の獲得が可能に

なるように配慮しています。 

前述の通り、本プログラムは本学と海上保安大学校と

2 カ所で実施することになるので、オンラインを活用し

た指導などを行いながらリサーチペーパーの作成に取り

組むことになります。 
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4. 修士課程

修士課程プログラム概要 

プログラム 概要

4 月開始

（日本語で

実施）

公共政策プログラム 政策分析力、政策構想力を磨き、政策研究の最先端

と実務の世界の架け橋となる人材を育成するととも

に、複雑化・多様化する政策課題に対し、より総合

的な視点から解決策を提示し、対応を図れる人材を

育成する。

地域政策コース 地域レベルにおいて、豊かな政策構想力と優れた行

政運営能力を有し、高度のジェネラリストとして自

治体の中枢を担うことができる人材を育成する。

インフラ政策コース 国内外の地域開発政策や社会資本整備に携わる高度

な専門家を育成する。

防災・危機管理コース 安全・安心の国・地域づくりを進めるため、防災・

危機管理政策について総合的な判断・企画立案・実

践能力を有するエキスパートを育成する。

医療政策コース 理論的かつ体系的な講義や医療政策の実践に役立つ

演習を提供するとともに、医療政策に関するポリシ

ー・ペーパーの作成指導を行うことを通じ、将来の

医療政策を担う人材を育成する。

農業政策コース 農業を核とする地域活性化のための政策（「農業政

策」）に関する専門的知識・技術に加え、政策構想

力と行政運営能力を有する人材を養成する。

科学技術イノベーショ

ン政策コース

科学的なアプローチを用い、科学技術イノベーション政

策の企画・立案、遂行、評価、修正を行うことができる

人材を育成する。

国際協力コース 地球的規模で持続可能な開発目標（SDGs）の達成が求

められる中、国際開発・国際協力の分野で指導的役割を

果たす人材を養成する。

まちづくり政策コース まちづくりに関わる政策課題について、エビデンスを用

いた分析・評価に基づく政策立案（EBPM）ができる人

材を養成する。

総合政策コース 多様な政策領域に共通する基礎的な知識・技術に加え、

既存の特定課題・分野に捉われず、自ら研究テーマを設

定し、その分野に関する専門的知識・技能を習得するこ

とにより、より総合的な視点から解決策を提示し、対応

を図れる人材を育成する。

科学技術イノベーション政策

プログラム

科学的なアプローチを用い、科学技術イノベーション政

策の企画・立案、遂行、評価、修正を行うことができる

人材を育成する。

国際的指導力育成プログラム 国際情勢に通じ、戦略感覚とコミュニケーション能力を

備え、組織の国際交渉などで優れた指導力を発揮できる

人材を育成する。
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4. 修士課程

10 月開始

(日本語･ 

英語で実施) 

戦略研究プログラム 安全保障・防衛政策に携わる日本及び各国の幹部級の実

務者に対し、より良い政策立案・実施のために必要な高

度で幅広い最新の知見を獲得するための教育を実施し、

また実務経験に基づく研究活動の場を提供することを目

的とする。

（英語で実

施）

Young Leaders Program アジアや中欧諸国等のナショナル・リーダーを育成

し、日本を含め各国における行政分野のリーダー間

のネットワークを構築する。

One-year Master’s Program of 
Public Policy (MP1) 
Two-year Master’s Program of 
Public Policy (MP2) 

多様な政策課題に対応できる高度な政策立案能力、

分析能力を有する人材を育成する。

Macroeconomic Policy Program マクロ経済政策の専門家を育成する。

Public Finance Program 
（Customs コースのみ 9 月開始） 

開発途上国の租税政策及び関税政策専門家を養成す

る。

Economics, Planning and 
Public Policy Program 

インドネシアのグッド・ガバナンスと経済発展に貢

献する人材を養成する。

Disaster Management Policy 
Program 

開発途上国における防災分野の専門家を養成する。

Maritime Safety and Security 
Policy Program 

海上で発生し得る種々の課題に対し、的確に対処できる

高度な分析能力を有する人材を育成し、各国の実務家同

士の国際的なネットワークを構築する。
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2024年度　　履修方法（カリキュラム）　（１）　修士課程　公共政策プログラム

区    分 科目番号 科　目　名 担当教員 学 期 単位

区分Ⅰ　必修科目 PPP4000J 政策論文演習 関係教員 夏～冬 4 4

区分Ⅱ　選択必修科目 ECO1000J ミクロ経済学Ⅰ 畠中　薫里 春前 2

ECO1050J マクロ経済学 横山　直 秋前 2

ECO2700J 計量経済学 黒澤　昌子 春 2

ECO2710J 費用便益分析 城所　幸弘 春後 2

GOV2100J 政策過程論 飯尾　潤 春 2

GOV2520J 行政の改革・革新と政策評価 吉牟田　剛 春 2

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. 秋 1

GEN5030J GRIPS Forum I 岩間　陽子、飯塚　倫子 春 1

GEN5040J GRIPS Forum II 岩間　陽子、飯塚　倫子 秋 1

IPR1020J 民法の基礎 塩澤　一洋 春前 2

MOR1030J * データサイエンス基礎 土谷　隆 春前 2

MOR1100J * 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ 土谷　隆、竹之内　高志 春 2

MOR2000J 計画と評価の数理 諸星　穂積 春 2

MOR2020J ** 実践データサイエンス 竹之内　高志 春後 2

MOR2100J ** 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ 土谷　隆、竹之内　高志 秋 2

PAD3100J EBPM概論
金本　良嗣、城所　幸弘、高橋　正
史、他

春前 1

REG1200J 行政法の基礎 板垣　勝彦 春前 2

区分Ⅲ　選択科目 2

2

2 30
2

2

DEV2140J 景観・デザイン論 福井　恒明 春後 2

DEV2150J 都市学の理論と実践 岸井　隆幸、家田　仁 秋 2

DEV2160J 社会基盤整備のPPP/PFI 日比野　直彦 秋前 1

DEV2180J 水圏国土学 知花　武佳 秋後 1

DRM2050J 気象と災害 鈴木　靖 秋 2

DRM3010J 災害対策各論Ⅱ 山口　真司 秋 2

ECO2000J ミクロ経済学Ⅱ 田中　誠 春後 2

ECO2020J 政府と市場 細江　宣裕 秋 2

ECO2600J 経済政策の理論と展開 松谷　明彦 秋 2

ECO2900J ゲーム理論 未定 未定 2

ECO3100J 日本経済の現状と課題 未定 未定 2

ECO3330J 都市政策の空間分析 金本　良嗣、河端　瑞貴、安田　昌平 春 2

ECO3440J 世界経済の見方：国際的政策協調の中で 鷲見　周久 秋 2

ECO3620J 構造変化の下での財政金融政策 黒田　東彦 秋 2

ECO3750J 経済シミュレーション分析 細江　宣裕 夏 2

GOV2110J 日本政治と理論分析 竹中　治堅 春 2

GOV3500J 経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応 西村　淸彦、萩野　覚 夏 2

GOV6100J 政策過程論特別演習 飯尾　潤 春 2

PAD2040J 中小企業経営と地域経済 橋本　久義 春 2

PAD3110J 都市政策演習
城所　幸弘、岡本　亮介，細江　宣
裕、金本　良嗣、高橋　正史

秋 2

MOR3010J 数理モデル分析演習 土谷　隆、諸星　穂積、竹之内　高志 秋 2

REG2310J 地方自治と行政学 木村　俊介 春 2

上記以外の授業科目

区分Ⅹ　その他

備　考

１　修了要件

　　　 ① 区分Ⅰ　 　 4単位

　　　 ② 区分Ⅱ　　　8単位以上

２　授業科目は、年度途中で追加開設 ・変更される場合がある。

修了に必要な単位

8以上

コース指定科目（別紙参照）

プロフェッショナル・コミュニケーションセンター開講科目

　　次の①及び②に示す要件を満たし、合計30単位(区分Ⅹに属する科目の単位を除く。)以上を履修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ、最終試験に合格すること。

３　授業内容が同様である日本語の授業科目と英語の授業科目の両方を履修した場合は、いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

４  *「データサイエンス基礎」と「政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 I」の両方を履修した場合は、いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

５  **「実践データサイエンス」と「政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 II」の両方を履修した場合は、いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

６　（別紙）コース指定科目の各コースすべての単位を取得し、特定課題研究が当該コースの政策に係るものである場合には、コースの修了証を授与する。
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（別紙）　2024年度　修士課程　公共政策プログラム　コース指定科目一覧

区    分 科目番号 科　目　名 担当教員 学 期 単位

区分Ⅲ　選択科目 REG1000J 地方行政論 横道　清孝 春 2

REG1010J 地方財政論 羽白　淳 春前 2

地域政策コース指定 REG2900J 地方行政特論 横道　清孝、外部講師 秋 2

REG2930J 地方財政特論 羽白　淳、外部講師 春 2

REG2940J 自治体改革論 高田　寛文、外部講師 秋 2

DEV2020E Supply Chain Management for Infrastructure Planners INOUE Satoshi 秋 2

DEV2040J 社会インフラと国土の政策論 家田　仁 春 2

インフラ政策コース指定 DEV2080E Infrastructure Systems Management OZAWA Kazumasa 夏 2

DEV2100E Transportation Planning and Policy HIBINO Naohiko 春 2

DEV2500E Nature Management and Infrastructure CHIBANA Takeyoshi 夏 2

DRM2000J 防災と復旧・復興 室田　哲男、山口　真司 春 2

DRM2010J 災害リスクマネジメント 片山　耕治、山口　修 春後、夏 2

防災・危機管理コース指定 DRM3000J 災害対策各論Ｉ 山口　真司 春 2

DRM3020J 危機管理政策 室田　哲男、河村　和徳 春 2

DRM3030J 消防防災減災・被災地学習 武田　文男、室田　哲男 春後～秋 2

PAD2560J 社会保障総論 小野　太一 春 2

PAD2570J 医療政策論 島崎　謙治 春 2

医療政策コース指定 PAD2710J 医療経営論 田極　春美 秋 2

PAD2720J 医療政策特論Ⅰ 小野　太一、外部講師 夏 2

PAD3030J 医療政策特論 Ⅱ 小野　太一、外部講師 秋 2 10

REG2030J 食料・農業・農村政策特論Ⅰ 天羽　隆 春 2

REG2040J 食料・農業・農村政策特論Ⅱ 天羽　隆 秋 2

農業政策コース指定 REG2050J 現代食料・農業論 高橋　仁志、外部講師 春 2

REG2950J 食料・農業・農村政策概論 塙　靖幸 春 2

REG3120J 「食」を通じた地域振興論 塙　靖幸 秋 2

STI1060J 科学技術イノベーション政策概論
林　隆之、隅藏 康一、鈴木 潤、根井
寿規、飯塚 倫子、角南 篤、有本 建男

春後 2

STI1070J 公的機関からのイノベーション創出 隅藏康一、林　隆之、飯塚倫子 春後 2

科学技術イノベーション政策コース指定 STI1100J イノベーションと経済学 鈴木　潤 春前 2

STI2020J 科学技術イノベーション政策史 有本　建男 春 2

STI2220J 科学技術イノベーション政策と評価 林　隆之 秋 2

ECO1800E Economic Development of Southeast Asia KUDO Toshihiro 秋 2

ECO2880E Trade and Industrial Development SONOBE Tetsushi 秋 2

国際協力コース指定 ECO3840EA Development Economics YAMAUCHI Chikako 春 2

ECO3860E Development History of  Asia: Policy, Market and Technology NAKAO Takehiko 春 2

ECO6090E Theoretical Foundation of Economic Policy TAKAHASHI Kazushi 秋 2

ECO2000J ミクロ経済学Ⅱ 田中　誠 春後 2

ECO3700J 計量経済学の応用と実践 後藤　潤 夏 2

まちづくり政策コース ECO3760J 費用便益分析の応用と実践 城所　幸弘 夏 2

PAD1100J 都市政策の法律基礎 高橋　正史 春前 2

PAD3120J まちづくり政策事例特論  辻田　昌弘、高橋　正史 夏、秋 2

  総合政策コース指定 学生が自ら研究テーマを設定し、それに基づいたコース指定科目 5 科目 
※ 10

※　
総合政策コース指定科目は、ディレクターの許可を得て履修する。なお、コース指定科目に冬学期の科目 を選択することはできないので注意すること。

修了に必要な単位
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2024年度-2025年度　　履修方法（カリキュラム）　（２）　修士課程　科学技術イノベーション政策プログラム

区    分 科目番号 科　目　名 担当教員 学 期 単位 修了に必要な単位

区分Ⅰ STI4000J 科学技術イノベーション政策論文演習Ⅰ 関係教員 春夏/秋冬 2

必修科目 STI4010J 科学技術イノベーション政策論文演習Ⅱ 関係教員 春夏/秋冬 2

区分Ⅱ MOR1100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ 土谷　隆、竹之内　高志 春 2

選択必修科目 MOR2100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ 土谷　隆、竹之内　高志 秋 2

GOV2200EB International Relations BRUMMER Matthew 秋 2

STI1000E Economics of Innovation INTARAKUMNERD Patarapong 秋 2

STI1010J 科学技術政策過程論 角南　篤 隔年春 2

STI1060J 科学技術イノベーション政策概論
林　隆之、隅藏 康一、鈴木 潤、根
井 寿規、飯塚 倫子、角南 篤、有本
建男

春後 2

STI1070J 公的機関からのイノベーション創出 隅藏康一、林　隆之、飯塚倫子 春後 2

STI1080J 科学技術イノベーション政策立案演習 林　隆之、七丈 直弘 夏 2

STI1090E Politics of Innovation BRUMMER Matthew 隔年春 2

STI1100J イノベーションと経済学 鈴木　潤 春前 2

STI1110J 科学技術イノベーション政策のためのミクロ経済学 長根　裕美 秋後 2

STI2020J 科学技術イノベーション政策史 有本　建男 春 2

STI2030E Bibliometrics and Applications HAYASHI Takayuki 隔年春 2

STI2030J ビブリオメトリクスとその応用 林　隆之 隔年春 2

STI2060E
Policy for Higher Education and University-Industry
Cooperation

SUMIKURA Koichi 隔年春 2

STI2060J 高等教育・産学連携政策 隅藏　康一 秋 2

STI2070J 科学技術外交論 廣木　謙三、角南　篤 秋後 2

STI2080E
Comparative Analysis of Science, Technology and Innovation
Policy: Asian Experiences

INTARAKUMNERD Patarapong 秋 2

STI2150E Comparative Paths of Science, Technology and Innovation Policy UEYAMA Takahiro 未定 2

STI2150J 科学技術イノベーション政策の史的比較 上山　隆大 未定 2

STI2160E Outline of Energy Policy TAKAHASHI Kazuaki 秋前 2 30

STI2170E Energy and Environmental Science&Technology NEI Hisanori, SHIBATA Yoshiaki 春 2

STI2190E Roles of Intellectual Property Rights in Globalized World SUMIKURA Koichi, ESCOFFIER Luca 隔年春 2

STI2200J 科学技術とアントレプレナーシップ 隅藏　康一、牧　兼充 春 2

STI2210E
Science, Technology and Innovation Policy in Developing
Country Context

IIZUKA Michiko 秋 2

STI2220J 科学技術イノベーション政策と評価 林　隆之 秋 2

STI2230E Energy Data Analysis 未定 秋後 2

STI2250J 計量分析演習 鈴木 潤 秋前 2

STI2260J 科学技術行政システムと指標
林　隆之、飯塚　倫子、伊地知　寛
博

春前 2

STI2270J 知的財産マネジメントⅠ 隅藏　康一 春 2

STI2280J 知的財産マネジメントⅡ 隅藏　康一 秋 2

STI2290J デジタルトランスフォーメーション政策 飯塚　倫子、林　隆之 夏 1

STI2290E Digital Transformation Policy 未定 未定 1

STI3050E Energy Security NEI Hisanori, KUTANI Ichiro 春 2

STI3060E Energy Policy in Japan NEI Hisanori 春 2

STI3100J 科学技術イノベーション政策特論Ⅰ 未定 未定 2

STI3110J 科学技術イノベーション政策特論Ⅱ 未定 未定 2

STI3120J 科学技術イノベーション政策特論Ⅲ 未定 未定 2

STI3130J 科学技術イノベーション政策特論Ⅳ 未定 未定 2

STI3140J 科学技術イノベーション政策特論Ⅴ 隅藏　康一 隔年夏 1

STI3150J 科学技術イノベーション政策特論Ⅵ 未定 隔年夏 1

STI3160J 科学技術イノベーション政策特論Ⅶ 上山　隆大 秋前 1

STI3170J 科学技術イノベーション政策特論Ⅷ 未定 未定 1

区分Ⅲ
選択科目

PAD2040J 中小企業経営と地域経済 橋本　久義 春 2

区分Ⅹ　その他

備　考

1　修了要件

　　　 ①　 区分Ⅰ　　   4単位

　　　 ②　 区分Ⅱ　　  18単位以上

2　授業科目は、年度途中で追加開設・変更される場合がある。

3　授業内容が同様である日本語の授業科目と英語の授業科目の両方を履修した場合は、 いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

上記以外の授業科目（区分Ⅹに属する科目を除く）

プロフェッショナル・コミュニケーションセンター開講科目

次の①～②に示す要件を満たし、合計30単位以上を履修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ、最終試験に合格すること。

4  このほか、九州大学の開講科目「科学技術社会論概説」「地域サステナビリティ」「東アジア地域の科学技術イノベーション政策」については、所定の手続きを経て、修了に必要な科目
（区分Ⅱ 選択必修科目）として履修することができる。なお、九州大学の開講科目名は変更される場合がある。

4

18

４
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2024年度-2025年度　　履修方法（カリキュラム）　（３）　修士課程　国際的指導力育成プログラム

区    分 科目番号 科　目　名 担当教員 学 期 単位

区分Ⅰ
必修科目

GLD4000J 国際関係・外交政策論文演習 関係教員
秋

（2年目）
4

区分Ⅱ
選択必修科目

GLD1050J 外交アカデミー Ⅰ 粗　信仁 秋、冬 5

GLD1060J 外交アカデミー Ⅱ 粗　信仁
春

（2年目）
5

GLD2100J 国際関係の理論と研究方法 田中　明彦 春 2

GLD2410J 国際経済交渉論 篠田　邦彦 秋 2

GLD2420J 経済政策分析 川崎　研一 秋 2

GLD2500J 外交戦略論 番匠　幸一郎 春 2

GLD2510J 外交交渉論 鶴岡　公二 冬 2

GLD2600J 安全保障論 廣中　雅之 春 2

GLD2900E Principles of Effective Communication
PETCHKO Katerina, et
al.

春 2

GLD3100E
Seminar on International Relations Theories and
Research Methods

BRUMMER Matthew, TANAKA
Akihiko

秋 2

GLD3110J 国際関係・外交シミュレーション 道下　徳成 春前 2

GLD3200J 国際経済法 米谷　三以 夏 1

GLD3210J 国際法と安全保障 古谷　健太郎 夏 1

GLD3220J 情報と安全保障 道下　徳成 夏 2

GLD3900E Effective Communication for Global Leaders
PETCHKO Katerina, et
al.

春 2

GLD3910E Diplomatic Communication
PETCHKO Katerina, et
al.

秋、冬 2

MOR1100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ 土谷　隆、竹之内　高志 春 2

MOR2100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ 土谷　隆、竹之内　高志 秋 2

区分Ⅲ
選択科目

区分Ⅹ　その他

備　考

1　修了要件

　　　 ①　 区分Ⅰ　　   4単位

　　　 ②　 区分Ⅱ　　  20単位以上

2　授業科目は、年度途中で追加開設・変更される場合がある。

修了に必要な単位

上記以外の授業科目（区分Ⅹに属する科目を除く）

プロフェッショナル・コミュニケーションセンター開講科目

　　次の①～②に示す要件を満たし、合計30単位以上を履修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ、最終試験に合格すること。

3　授業内容が同様である日本語の授業科目と英語の授業科目の両方を履修した場合は、 いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

4
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区分 科目番号 科目名 担当教員 学期 単位

SSP4301J/E 政策論文演習／Independent Study 関係教員 秋～夏 2
SSP1011J 国際安全保障 兵頭　慎治 秋前 1
SSP1013J 法と安全保障 永福　誠也 秋前 1
SSP1014J 経済と安全保障 富川　英生 秋、冬　　 1
SSP1015J 米国の安全保障政策 新垣　拓 秋前 1
SSP1016J 東アジアの安全保障１ 山口　信治 秋前 1
SSP1017J 戦争史原論 庄司　潤一郎 秋前 1
SSP1018J 冷戦と日本の安全保障政策 立川　京一 秋前 1
SSP1021J 紛争と国際社会 大西　健 秋後、冬 1
SSP1022J 軍備管理・軍縮・不拡散 塚本　勝也 秋後、冬 1
SSP1023J 地域安全保障 1（欧州、ロシア） 山添　博史 秋後、冬 1
SSP1024J 地域安全保障 2（東南・南アジア、中東、オセアニア) 西野　正巳 冬、春前 1
SSP1025J 東アジアの安全保障 2 渡邊　武 秋後、冬 1
SSP1031J 科学技術と安全保障 大井 一史 冬、春前 1
SSP1032J 社会の安全と危機管理 一政　祐行 冬、春前 1
SSP1033J 近代日本の軍事史 進藤　裕之 冬、春前 1
SSP1035J 新領域と安全保障　　　　 橋本　靖明 冬、春前 1
SSP3301J 政策シミュレーション 松浦　吉秀 秋～春 4
SSP1101E Introduction to Japan's Security ISHIHARA Yusuke 秋前 1
SSP2102J 中東の安全保障問題 小塚　郁也 秋前 1
SSP2103J 東南アジアの安全保障 庄司　智孝 秋前 1
SSP2104J 軍事史史料とこれからの文書・資料 菅野　直樹　 秋前 1
SSP2106J 朝鮮半島をめぐる安全保障 室岡　鉄夫 秋前 1
SSP2108J 武力行使と国際法 永福　誠也 秋後、冬 1
SSP2111J 日本軍事史 立川　京一 秋後、冬 1
SSP2112J/E 国際政治学概論/Introduction to International Politics 塚本　勝也 秋後～春前 2
SSP2113J 民間軍事会社の現状と課題 小野　圭司 秋後、冬 1
SSP2114J 海洋安全保障 原田　有 秋前 1
SSP2115J 東アジアの歴史認識をめぐる諸問題 庄司　潤一郎 秋後、冬 1
SSP2116J 組織と調整 助川　康 冬、春前 1
SSP2117J イスラーム主義とテロリズム 西野　正巳 秋後～春前 2
SSP2118J 戦後日本の安全保障政策と国際関係 中島　信吾 秋後、冬 1
SSP2119J 宇宙と安全保障 橋本　靖明 冬、春前 1
SSP2122J 再考　太平洋戦争への道 進藤　裕之 冬、春前 1
SSP2124J 防衛生産・技術概論 富川　英生 秋後、冬 1
SSP2125J 現代中国の外交 飯田　将史 秋後、冬 1
SSP2127J 戦略策定法 有江　浩一 秋、冬　 2
SSP2128J 戦争と平和 石津　朋之 冬、春前 1
SSP2133J ユーラシアの戦略環境 山添　博史 冬、春前 1
SSP2134J 宇宙開発利用特論（技術と動向） 大井　一史 冬、春前 1
SSP2137J ロシア軍事史　  花田　智之 秋前 1
SSP2138J 日米同盟の歴史　 千々和　泰明 冬、春前 1
SSP2141J 軍事組織の社会学的考察　　　　　　　　 大井　一史　　　　　　　 秋前 1
SSP2142J 中国軍事史 藤井　元博 冬、春前 1
SSP2143J 国際政治の中の韓国現代史と日韓関係 小池　修 冬、春前 1
SSP2144E The Post-War History of Japanese Security Affairs ISHIHARA Yusuke 秋前 1
SSP2145J 防衛法制論 林　浩一 冬、春前 1
GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1
GOV1460E The Making of Modern Japan KITAOKA Shinichi, PRESSELLO Andrea Fall 2
GOV2100E Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2
GOV2200EA International Relations IWAMA Yoko Fall 2
GOV2200EB International Relations BRUMMER Matthew Fall 2
GOV2210E International Political Economy CHEY Hyoung-kyu Fall 2
GOV2230E Japanese Foreign Policy PRESSELLO Andrea Spring 2
GOV2240EB International Security Studies MICHISHITA Narushige Fall 2
GOV2310E Comparative Politics TAKENAKA Harukata Fall 2
GOV3110E Political Economy of Modern Japan TBA TBA 2
GOV3230E Transnational Organized Crime and Security TBA TBA 2
GOV3240E Non-Traditional Security CROSS Kyoko Fall 2
GOV3280E Analysis of Great Power Politics IWAMA Yoko, et al. Spring 2
GOV3310E Comparative Political Economy KANCHOOCHAT Veerayooth Fall 2
GOV6220E Strategic Studies Research Seminar MICHISHITA Narushige Spring 2
MSP3000E International Law SHIMOYAMA Kenji Fall 2
MSP3010E International Law of the Sea FURUYA Kentaro Winter 2
SSP5000E Case Study on Maritime Safety and Security Policy FURUYA Kentaro Winter 1

区分 III 選択科目 上記以外の授業科目

区分 Ⅹ その他 プロフェッショナル・コミュニケーションセンター開講科目

備　考
１　修了要件
   次の①及び②に示す要件を満たし、合計31単位(区分Ⅹに属する科目の単位を除く。)以上を履修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ、最終試験に合格すること。

　    ① 区分Ⅰ　   22単位

        ② 区分Ⅱ　　     9単位以上

２　授業科目は、年度途中で追加開設 ・変更される場合がある。

３　GOV2200EAとGOV2200EBはいずれか一方を履修することができる。

４　授業内容が同じである日本語の授業科目と英語の授業科目の両方を履修した場合は、いずれか一方の単位を修了に必要な単位としてカウントする。

Academic Year 2023-2024     Curriculum  Master's Programs
(4)  Strategic Studies Program 　　戦戦略略研研究究ププロロググララムム

区分 I

必修科目

区分　II

選択必修科目

22

31

5
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

YLP5000E Introduction to Japan PRESSELLO Andrea Fall (Session I) 2

YLP5010E Colloquium TAKADA Hirofumi Fall, Spring 2

YLP5020E Independent Study MASUYAMA Mikitaka, et al. Fall through
Summer 4

YLP5040E Tutorial Various Fall through
Summer 2

YLP5030E Field Trip PRESSELLO Andrea Fall 2

ECO1000EB * Microeconomics I WIE Dainn Fall (Session I) 2

ECO1020E * Essential Microeconomics KUROSAWA Masako Fall 4

ECO3600E ** Contemporary Japanese Economy NAKAJIMA Atsushi Winter 2

ECO3610E ** Japanese Economy YOKOYAMA Tadashi Spring (Session II) 2

ECO3810E ** Economic Development of Japan TBA TBA 2

GOV2100E *** Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2

GOV2200EA *** International Relations IWAMA Yoko Fall 2

GOV2210E **** International Political Economy CHEY Hyoung-kyu Fall 2

GOV2240EA **** International Security Studies TOKUCHI Hideshi Fall 2

GOV2310E **** Comparative Politics TAKENAKA Harukata Fall 2

GOV2580E **** Structure and Process of Government YOSHIMUTA Tsuyoshi Spring 2

GOV5910E Leadership and Knowledge Creation NISHIHARA Ayano Spring 2

GEN5030E GRIPS Forum I OHNO Izumi Fall 1

GEN5040E GRIPS Forum II IWAMA Yoko, IIZUKA
Michiko Spring 1

ECO1060EA Macroeconomics I HSU Minchung Fall (Session I) 2

ECO2020EA Government and Market OKAMOTO Ryosuke Winter 2  

ECO2790E Data Science for Public Policy GOTO Jun Spring 2

ECO3400E International Trade HSU Minchung Spring (Session I) 2

ECO3840EA Development Economics YAMAUCHI Chikako Spring 2

GOV2230E Japanese Foreign Policy PRESSELLO Andrea Spring 2

PAD2560E Human Resources Management TAKADA Hirofumi Spring 2

PAD2680E Social Security System in Japan ONO Taichi Winter 2

MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

REG2100E Local Government System and Finance TAKADA Hirofumi Fall 2

REG3010E Local Governance in the Changing World TAKADA Hirofumi Spring 2

***** Selected Topics in Policy Studies I -IV

Courses not listed in this table

X
Others ****** Courses offered by the Center for Professional

Communication
Notes:

6. *** Students must complete a minimum of 2 credits (one course) from either GOV2100E or GOV2200EA.
7. **** If a student takes only one course from Government and Politics in Japan or International Relations,
  he/she must take at least one course from the following: GOV2210E, GOV2240EA,
  GOV2310E, and GOV2580E.
8. ***** Course numbers, instructors, and terms will be announced following official determination of course offerings.

9. ****** Credits earned in these courses will not count toward the degree.

10.Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be exepmted
from taking LAN0320E if they obtain the approval of their main advisor.

5. ** Students must complete a minimum of 2 credits from the following: ECO3600E, ECO3610E and ECO3810E.

Academic Year 2023-2024   Curriculum Master's Programs
(5)-1   Young Leaders Program (School of Government)

I
Required Courses

II
Recommended
Courses

III
Elective Courses

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits, 13 of which must come from Category I ,
   at least 8 of which must come from Category II, and the rest can from Categories II and/or III.
2. Courses offered in the program are subject to change.  
3. Students cannot take courses conducted in Japanese without the Director's approval.
   If a student takes the same course in both English and Japanese, only one (2 credits) will count toward the degree.
4. * Students must complete a minimum of 2 credits from either Microeconomics I or Essential Microeconomics.

13

2

2

2

4
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

REG2100E Local Government System and Finance TAKADA Hirofumi Fall 2

REG3010E Local Governance in the Changing World TAKADA Hirofumi Spring 2

YLP5000E Introduction to Japan PRESSELLO Andrea Fall (Session I) 2

YLP5010E Colloquium TAKADA Hirofumi Fall, Spring 2

YLP5510E Independent Study TAKADA Hirofumi, et
al. Fall through Summer 4

YLP5540E Tutorial Various Fall through Summer 2

YLP5550E Workshop TAKADA Hirofumi Fall 2

ECO1000EB * Microeconomics I WIE Dainn Fall (Session I) 2

ECO1020E * Essential Microeconomics KUROSAWA Masako Fall 4

ECO3810E Economic Development of Japan TBA TBA 2

GOV2100E Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2

GOV2200EA International Relations IWAMA Yoko Fall 2

GOV2580E Structure and Process of Government YOSHIMUTA Tsuyoshi Spring 2

GOV5910E Leadership and Knowledge Creation NISHIHARA Ayano Spring 2

GEN5030E GRIPS Forum I OHNO Izumi Fall 1

GEN5040E GRIPS Forum II IWAMA Yoko, IIZUKA
Michiko Spring 1

ECO1060EA Macroeconomics I HSU Minchung Fall (Session I) 2

ECO2020EA Government and Market OKAMOTO Ryosuke Winter 2  

ECO2790E Data Science for Public Policy GOTO Jun Spring 2

ECO3400E International Trade HSU Minchung Spring (Session I) 2

ECO3840EA Development Economics YAMAUCHI Chikako Spring 2

EPP1010E East Asian Economies KUDO Toshihiro,
OTSUJI Yoshihiro Winter 2

GOV2230E Japanese Foreign Policy PRESSELLO Andrea Spring 2

GOV2240EA International Security Studies TOKUCHI Hideshi Fall 2

PAD2560E Human Resources Management TAKADA Hirofumi Spring 2

PAD2680E Social Security System in Japan ONO Taichi Winter 2

PAD2740E Small and Medium Enterprise and Technology HASHIMOTO
Hisayoshi Fall 2

MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI
Takashi Fall (Session II) 2

** Selected Topics in Policy Studies I -IV

Courses not listed in this table

X
Others *** Courses offered by the Center for Professional

Communication
Notes:

6. *** Credits earned in these courses cannot count toward the degree.

2. Courses offered in the Program are subject to change.  

3. Students cannot take courses conducted in Japanese without Director's approval.
  If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the degree.

4. *  A student can take either ECO1020E or ECO1000EB, and even in case a student takes ECO1020E, he/she must take at least four more credits from the other courses in this category.

5. ** Course Number, Instructor, and Term for these courses will be announced when the course is offered.

7. Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be
exepmted from taking LAN0320E if they obtain the approval of their main advisor.

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits, 17　of which must come from Category I, at least 6 of which from Category II, and the rest can from
Categories II and/or III.

Academic Year 2023-2024   Curriculum Master's Programs
(5)-2   Young Leaders Program (School of Local Governance)

I
Required Courses

II
Recommended
Courses

III
Elective Courses

30

17

6
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit MP1 MP2

PPP5010E Independent Study TANAKA Makoto, et al. Fall through Spring 4

PPP5070E Tutorial II Various Fall through Spring 2

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

GGG5010EB * Policy Debate Seminar　I TANAKA Makoto, et al. Winter 2 6 12

GGG5020EB * Policy Debate Seminar　II TANAKA Makoto, et al. Spring 2

PPP5060E Tutorial I Various Fall 1

ECO1000EB Microeconomics I WIE Dainn Fall (Session I) 2

ECO1020E Essential Microeconomics KUROSAWA Masako Fall 4

ECO1060EA Macroeconomics I HSU Minchung Fall (Session I) 2

ECO1080E Essential Macroeconomics YOKOYAMA Tadashi Winter 2

ECO1600E Monetary Economics (Money and Banking) FUJIMOTO Junichi Fall 2

ECO2000EB Microeconomics II WIE Dainn Fall (Session II) 2

ECO2020EB Government and Market HATANAKA Kaori Winter 2

ECO2060EA Macroeconomics II MATSUMOTO Hidehiko Fall (Session II) 2

ECO2720EA Introduction to Applied Econometrics WIE Dainn Fall 2

ECO2770E Applied Econometrics LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO2780E Applied Econometrics Practice LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO2880E Trade and Industrial Development SONOBE Tetsushi Fall 2

ECO3210E Competition and Regulatory Economics TANAKA Makoto Spring 2

ECO3310E Transportation Economics KIDOKORO Yukihiro Winter 2

ECO3510E Environmental Economics MUNRO Alistair Spring 2

ECO3530E Resource and Energy Economics TANAKA Makoto Winter 2

ECO3840EB Development Economics KIJIMA Yoko Winter 2

ECO3870E Agricultural Development KIJIMA Yoko Spring (Session I) 2

ECO3890E Development Econometrics TAKAHASHI Kazushi Summer 2

ECO6090E Theoretical Foundation of Economic Policy TAKAHASHI Kazushi Fall 2

ECO6820E Economics of Health and Education YAMAUCHI Chikako Fall 2 30 40

GOV1400E International Relations in East Asia TAKAGI Yusuke Fall 2

GOV1900E Comparative Development Studies of Asia LIM Guanie Winter 2

GOV2100E Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2

GOV2200EA International Relations IWAMA Yoko Fall 2

GOV2210E International Political Economy CHEY Hyoung-kyu Fall 2

GOV2230E Japanese Foreign Policy PRESSELLO Andrea Spring 2

GOV2240EB International Security Studies MICHISHITA Narushige Fall 2

GOV2310E Comparative Politics TAKENAKA Harukata Fall 2

GOV2320E Comparative State Formation LIM Guanie Spring (Session II) 2

GOV2460E State and Politics in Southeast Asia LIM Guanie Spring (Session I) 2

GOV2580E Structure and Process of Government YOSHIMUTA Tsuyoshi Spring 2

GOV3220E Politics of Global Money and Finance CHEY Hyoung-kyu Fall 2

GOV3240E Non-Traditional Security CROSS Kyoko Fall 2

GOV3280E Analysis of Great Power Politics IWAMA Yoko, et al. Spring 2

GOV3310E Comparative Political Economy KANCHOOCHAT Veerayooth Fall 2

GOV3400E International Relations in Europe IWAMA Yoko Spring 2

MOR1000E Introduction to Quantitative Methods MOROHOSI Hozumi Fall 2

MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

MOR2500E Quantitative Social Systems Analysis TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI
Hozumi,TAKENOUCHI Takashi Spring 2

STI2080E Comparative Analysis of Science, Technology and
Innovation Policy: Asian Experiences INTARAKUMNERD Patarapong Fall 2

STI2160E Outline of Energy Policy NEI Hisanori Fall(Session I) 2

STI2230E Energy Data Analysis NEI Hisanori, SUEHIRO Shigeru Fall(Session II) 2

Courses not listed in this table

** Selected Topics in Policy Studies I - IV

X
Others

*** Courses offered by the Center for Professional
Communication

Notes:                                                                                        

6. *** Credits earned in these courses cannot count toward the degree.    

4. Students cannot take courses conducted in Japanese without the Director's approval. If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the
degree.
5. ** Course number, instructor, and term for these courses will be announced when the course is offered.

7.  Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be exepmted from
taking LAN0320E if they obtain the approval of their main advisor.

Academic Year 2023-2024 Curriculum Master's Programs (6)-1   One-year Master's Program of Public Policy (MP1)
Academic Year 2023-2025 Curriculum Master's Programs  (6)-2  Two-year Master's Program of Public Policy (MP2)

I
Required
Courses

III
Elective Courses

1.  Graduation requirements for MP1: Students must complete a minimum of 30 credits, 6 of which must come from Category I, the remaining 24 should come from Category III.
Graduation requirements for MP2: Students must complete a minimum of 40 credits, 12 of which must come from Category I, the remaining  28 should come from Category III.
2. * Refer to the concentration guidelines  regarding the courses that are recommended/required by each concentration.
3. Courses offered in the Program are subject to change.
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Course No. Course Name Instructor Term Credit MEP1 MEP2
GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1
ECO1000EA Microeconomics I XING Yuqing Fall (Session I) 2
ECO1060EB Macroeconomics I PORAPAKKARM Ponpoje Fall (Session I) 2
ECO2000EA Microeconomics II XING Yuqing Fall (Session II) 2
ECO2060EB Macroeconomics II FUJIMOTO Junichi Fall (Session II) 2 13
ECO2720EB Introduction to Applied Econometrics IZUMI Yutaro Fall 2 19
ECO3450E International Finance XING Yuqing Winter 2
MEP4000E Tutorial (MEP1) FUJIMOTO Junichi, et al. Fall through Winter 2
MEP4010E Policy Paper Seminar I FUJIMOTO Junichi, et al. Spring (Session l) 2
MEP4020E Policy Paper Seminar II FUJIMOTO Junichi, et al. Spring (Session lI) 2
MEP4100E Tutorial (MEP2) FUJIMOTO Junichi, et al. Fall through Winter [1st year] 2
MEP4110E Thesis Seminar I FUJIMOTO Junichi, et al. Fall (Session I) [2nd year] 2 8
MEP4120E Thesis Seminar II FUJIMOTO Junichi, et al. Fall (Session II) [2nd year] 2
MEP4130E Thesis Seminar III FUJIMOTO Junichi, et al. Winter [2nd year] 2
ECO1600E Monetary Economics (Money and Banking) FUJIMOTO Junichi Fall 2
ECO1800E Economic Development of Southeast Asia KUDO Toshihiro Fall 2
ECO2020EA Government and Market OKAMOTO Ryosuke Winter 2
ECO2610E Finance and Economic Growth TBA TBA 2
ECO2760E Applied Time Series Analysis for Macroeconomics MIYAMOTO Hiroaki Winter 2
ECO2770E Applied Econometrics LITSCHIG Stephan Winter 2
ECO2780E Applied Econometrics Practice LITSCHIG Stephan Winter 2
ECO2790E Data Science for Public Policy GOTO Jun Spring 2
ECO2880E Trade and Industrial Development SONOBE Tetsushi Fall 2
ECO3000E Mathematics for Economic Analysis MUNRO Alistair Fall 2
ECO3102E Public Finance I BRAUN Richard Anton Winter 2
ECO3104E Political Economy IZUMI Yutaro Spring 2
ECO3110E Fiscal Reform in Japan OTA Hiroko Fall 2
ECO3130E Economics of Tax Policy YAMAZAKI Akio Winter 2
ECO3160E Reform of Economic Policy in Japan OTA Hiroko Spring 2
ECO3200E Economics of Law HATANAKA Kaori Spring 2
ECO3210E Competition and Regulatory Economics TANAKA Makoto Spring 2 34 44
ECO3400E International Trade HSU Minchung Spring (Session I) 2

ECO3470E Empirics of Macroeconomic Policies and International
Finance TBA TBA 2

ECO3480E Theory and Practice of Central Banking: Japanese and
Global Experience KINOSHITA Tomohiro Spring 2

ECO3510E Environmental Economics MUNRO Alistair Spring 2 10 16
ECO3530E Resource and Energy Economics TANAKA Makoto Winter 2
ECO3600E Contemporary Japanese Economy NAKAJIMA Atsushi Winter 2
ECO3610E Japanese Economy YOKOYAMA Tadashi Spring (Session II) 2
ECO3640E Financial Economics CHEN Jau-er Spring 2
ECO3710E Time Series Analysis TBA TBA 2
ECO3720E Cost Benefit Analysis I KIDOKORO Yukihiro Winter 2
ECO3740E Economic Modeling for Policy Simulations HOSOE Nobuhiro Summer 2
ECO3840EB Development Economics KIJIMA Yoko Winter 2

ECO3860E Development History of  Asia: Policy, Market and
Technology NAKAO Takehiko Spring 2

ECO3920E Economic History and Institutions IZUMI Yutaro Spring 2
ECO6770E Computer Programming for Economics PORAPAKKARM Ponpoje Fall (Session II) 2

PAD2690E Modernization of Financial Sector: Lessons from Recent
Financial Crises NUNAMI Tadashi Spring 2

PAD3020E Policy Design and Implementation in Developing
Countries TBA TBA 2

GEN5030E GRIPS Forum I OHNO Izumi Fall 1
GEN5040E GRIPS Forum II IWAMA Yoko, IIZUKA Michiko Spring 1
MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

EPP1010E East Asian Economies KUDO Toshihiro, OTSUJI Yoshihiro Winter 2
* Selected Topics in Policy Studies I - IV

ECO6000E Advanced Microeconomics I YAMAZAKI Akio Fall (Session I) 2
ECO6010E Advanced Microeconomics II YAMAZAKI Akio Fall (Session II) 2
ECO6020E Advanced Microeconomics III MUNRO Alistair Spring (Session I) 2
ECO6030E Advanced Microeconomics IV TBA Spring (Session II) 2
ECO6050E Advanced Macroeconomics I PORAPAKKARM Ponpoje Fall (Session I) 2
ECO6060E Advanced Macroeconomics II FUJIMOTO Junichi Fall (Session II) 2
ECO6070E Advanced Macroeconomics III BRAUN Richard Anton Spring (Session II) 2
ECO6080E Advanced Macroeconomics IV HSU Minchung Spring (Session I) 2
ECO6700E Advanced Econometrics I LITSCHIG Stephan Fall (Session I) 2
ECO6710E Advanced Econometrics II HAYASHI Fumio Fall (Session II) 2
ECO6720E Advanced Econometrics III TBA TBA 2
ECO6730E Advanced Econometrics IV GOTO Jun Spring (Session II) 2

Courses not listed in this table
X
Others ** Courses offered by the Center for Professional

Communication

3. Students can not take courses conducted in Japanese without the consent of the Program Director.
   If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the degree.
4. *Course Number, Instructor, and Term for these courses will be announced when the course is offered.
5. ** Credits earned in these courses cannot count toward the degree.
6. Qualified students are those who have successfully completed the six courses (ECO1000E, ECO1060E, ECO2000E, ECO2060E, ECO2720E, ECO3000E) with a GPA equal to or higher than 3.5
   over the six courses or MEP1 students who have excellent background in mathematics and econometrics and obtained the consent of the Program Director.
7. Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be exepmted from taking LAN0320E if they
obtain the approval of their main advisor.

2. Courses offered in the program are subject to change.

Academic Year 2023-2024    Curriculum  Master's Programs (7)-1   Macroeconomic Policy Program (One year)
Academic Year 2023-2025    Curriculum  Master's Programs (7)-2   Macroeconomic Policy Program (Two years)

Category

I
Required Courses

MEP1

MEP2

II
Recommended　Courses

III
Elective Courses

For
qualified
students

only
(See note
6 below)

Notes:

1. Graduation Requirements: MEP1 Students must complete a minimum of 34 credits, 19 of which must come from Category I, and 10 from Category II.The remaining 5 credits may be taken from Categories II and/or III.
MEP2 Students must complete a minimum of 44 credits, 21 of which must come from Category I, and 16 from Category II. The remaining 7 credits may be taken from Categories II and/or III.

４
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

PFP2520E International Taxation of Japan MATSUDA Naoki Fall 2
10

PFP5010E Practicum at the National Tax Agency Fall through Spring
(Session I) 8

PFP5110E Practicum in Customs Administration I KONDO Yoshitomo Fall 2

PFP5120E Practicum in Customs Administration II MATSUMOTO Takashi Winter through
Spring 2

PFP5130E Practicum in Customs Administration III

KONDO
Yoshitomo,YOSHIKAWA
Daisuke, TSUDA Yuko,
MURAYAMA Takamasa

Winter through
Spring 4 10

PFP5210E Intellectual Property Rights Enforcement at the Border ABE Hiroaki Spring (Session I) 2

ECO1000EB Microeconomics I WIE Dainn Fall (Session I) 2

ECO3102E Public Finance I BRAUN Richard Anton Winter 2

ECO4120E Thesis Seminar WIE Dainn Fall through Summer 4 10 10

ECO4130E Tutorial (PF) WIE Dainn Fall 1

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

ECO1060EA Macroeconomics I HSU Minchung Fall (Session I) 2

ECO2000EB Microeconomics II WIE Dainn Fall (Session II) 2

ECO2020EB Government and Market HATANAKA Kaori Winter 2

ECO2720EB Introduction to Applied Econometrics IZUMI Yutaro Fall 2

ECO3110E Fiscal Reform in Japan OTA Hiroko Fall 2

ECO3130E Economics of Tax Policy YAMAZAKI Akio Winter 2

ECO3160E Reform of Economic Policy in Japan OTA Hiroko Spring 2 34 34

ECO3400E International Trade HSU Minchung Spring (Session I) 2

ECO3840EB Development Economics KIJIMA Yoko Winter 2

PAD2560E Human Resources Management TAKADA Hirofumi Spring 2

PFP2500E Multilateral Trading System and Customs
Administration KONDO Yoshitomo Winter through

Spring 2

ECO1600E Monetary Economics (Money and Banking) FUJIMOTO Junichi Fall 2

ECO2060EA Macroeconomics II MATSUMOTO Hidehiko Fall (Session II) 2

ECO2760E Applied Time Series Analysis for Macroeconomics MIYAMOTO Hiroaki Winter 2

ECO2770E Applied Econometrics LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO2780E Applied Econometrics Practice LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO3000E Mathematics for Economic Analysis MUNRO Alistair Fall 2

ECO3104E Political Economy IZUMI Yutaro Spring 2

ECO3200E Economics of Law HATANAKA Kaori Spring 2

ECO3710E Time Series Analysis TBA TBA 2

ECO3860E Development History of  Asia: Policy, Market and
Technology NAKAO Takehiko Spring 2

PAD2670E Public Expenditure Management TANAKA Hideaki Spring 2

MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

* Selected Topics in Policy Studies I - IV

Courses not listed in this table
X
Others ** Courses offered by the Center for Professional

Communication
Notes:

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 34 credits and meet the following requirements:

(a) Tax students must complete the following courses: PFP2520E, PFP5010E, ECO1000EB, ECO3102E, ECO4120E, ECO4130E and GEN5020E from Category I. 

2. Courses offered in the Program are subject to change.

4. *Course Number, Instructor, and Term for these courses will be announced later when the course is offered.

5.**Credits earned in these courses cannot count toward the degree.

(b) Customs students must complete the following courses: PFP5110E, PFP5120E, PFP5130E, PFP5210E, ECO1000EB, ECO3102E, ECO4120E, ECO4130E and GEN5020E from Category I.

3. Students cannot take courses conducted in Japanese without Director's approval.  If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the degree.

6. Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be exepmted from taking
LAN0320E if they obtain the approval of their main advisor.

Academic Year 2023-2024   Curriculum Master's Programs
(8)   Public Finance Program

Tax Customs

I
Required
Courses

III
Elective
Courses

Highly
Recommended

４

4. 修士課程
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

EPP5010E Independent Study (Policy Paper) Fall through Spring 4  

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

ECO1600E Monetary Economics (Money and Banking) FUJIMOTO Junichi Fall 2

ECO1800E Economic Development of Southeast Asia KUDO Toshihiro Fall 2

ECO2000EB Microeconomics II WIE Dainn Fall (Session II) 2

ECO2020EB Government and Market HATANAKA Kaori Winter 2

ECO2060EA Macroeconomics II MATSUMOTO Hidehiko Fall (Session II) 2

ECO2720EA Introduction to Applied Econometrics WIE Dainn Fall 2

ECO2800E Global Development Agendas and Japan's ODA TBA TBA 2

ECO2880E Trade and Industrial Development SONOBE Tetsushi Fall 2

ECO3150E Local Public Finance TBA TBA 2

ECO3160E Reform of Economic Policy in Japan OTA Hiroko Spring 2

DEV2500E Nature Management and Infrastructure CHIBANA Takeyoshi Summer 2

ECO3400E International Trade HSU Minchung Spring (Session I) 2

ECO3530E Resource and Energy Economics TANAKA Makoto Winter 2

ECO3600E Contemporary Japanese Economy NAKAJIMA Atsushi Winter 2

ECO3610E Japanese Economy YOKOYAMA Tadashi Spring (Session II) 2

ECO3840EB Development Economics KIJIMA Yoko Winter 2

ECO3870E Agricultural Development KIJIMA Yoko Spring (Session I) 2

EPP1010E East Asian Economies KUDO Toshihiro, OTSUJI
Yoshihiro Winter 2

EPP1400E Social Policy and Development in ASEAN TBA TBA 2

GEN3000E International Development Policy OHNO Izumi Winter 2

GOV1900E Comparative Development Studies of Asia LIM Guanie Winter 2

GOV2100E Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2

GOV2460E State and Politics in Southeast Asia LIM Guanie Spring (Session I) 2

GOV2580E Structure and Process of Government YOSHIMUTA Tsuyoshi Spring 2

GOV3220E Politics of Global Money and Finance CHEY Hyoung-kyu Fall 2

GOV3240E Non-Traditional Security CROSS Kyoko Fall 2

GOV3310E Comparative Political Economy KANCHOOCHAT Veerayooth Fall 2

PAD2550E Foreign Direct Investment TBA TBA 2

PAD2560E Human Resources Management TAKADA Hirofumi Spring 2

PAD2670E Public Expenditure Management TANAKA Hideaki Spring 2

PAD2680E Social Security System in Japan ONO Taichi Winter 2

PAD2740E Small and Medium Enterprise and Technology HASHIMOTO Hisayoshi Fall 2

MOR1000E Introduction to Quantitative Methods MOROHOSI Hozumi Fall 2

MOR1030E Introduction to Data Science TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

MOR2020E Data Science in Practice TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

REG2100E Local Government System and Finance TAKADA Hirofumi Fall 2

REG3010E Local Governance in the Changing World TAKADA Hirofumi Spring 2

* Selected Topics in Policy Studies I - IV

III
Elective Courses Courses not listed in this table

X
Others ** Courses offered by the Center for Professional Communication

Notes:

5. ** Credits earned in these courses cannot count toward the degree.

3. Students can not take courses conducted in Japanese without Director's approval.
     If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the degree.
4. * Course Number, Instructor, and Term for these courses will be announced when the courses are offered.

6. Students must take LAN0300E, LAN0310E and LAN0320E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test and may be
exepmted from taking LAN0320E if they obtain the approval of their main advisor.

Academic Year 2023-2024   Curriculum Master's Programs
(9)  Economics, Planning and Public Policy Program

I
Required Courses

II
Recommended
Courses

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits, 5 of which must come from Category I and 25 from Category II (and III).
2. Courses offered in the Program are subject to change.

5

30

４

4. 修士課程
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

I
Required Courses DMP4000E Individual Study Fall through Summer 10 10

DMP2000E Disaster Management Policies A: from Regional and
Infrastructure Aspect HIBINO Naohiko Fall 2

DMP2010E Disaster Management Policies B: from Urban and
Community Aspect KATAYAMA Koji Fall 2

DMP3000E Earthquake Hazard Assessment A NAKAGAWA Hiroto Fall through Spring 2

DMP3010E Earthquake Risk Assessment AZUHATA Tatsuya Fall through Spring 2 6

DMP3030E Tsunami Hazard Assessment SHIBAZAKI Bunichiro Fall through Spring 2

DMP3040E Tsunami Countermeasures FUJII Yushiro Fall through Spring 2

DMP3050E Earthquake Hazard Assessment B HARA Tatsuhiko Fall through Spring 2

DMP3200E Earthquake Phenomenology KITA Saeko Fall through Spring 3

DMP3210E Characteristics of Earthquake Disasters HARA Tatsuhiko Fall through Spring 3

DMP3220E Earthquake Circumstance SHIBAZAKI Bunichiro Fall through Spring 3 30

DMP3230E Information Technology Related with Earthquakes and
Disasters HAYASHIDA Takumi Fall through Winter 3

DMP3400E Structural Analysis OTSUKA Yuri Fall through Spring 3

DMP3410E Ground Vibration and Structural Dynamics NAKAGAWA Hiroto Fall through Spring 3

DMP3420E Seismic Structures OTSUKA Yuri Fall through Spring 3

DMP3430E Seismic Evaluation and Seismic Design Code AZUHATA Tatsuya Winter through Spring 3

DMP3600E Theory of Tsunami FUJII Yushiro Winter through Spring 3

DMP5310E Case Study (Practice for Earthquake Disaster - Recovery
Management Policy I) NAKAGAWA Hiroto Fall through Winter 1

DMP5320E Case Study (Practice for Earthquake Disaster - Recovery
Management Policy II) HAYASHIDA Takumi Fall through Spring 1

DMP5330E Case Study (Practice for Earthquake Disaster - Recovery
Management Policy III) MATOBA Moeko Fall through Spring 1

DMP5340E Case Study (Practice for Tsunami Disaster Mitigation
Policy) HARA Tatsuhiko Fall through Spring 1

* Selected Topics in Policy Studies I -IV

Notes:

1. This table applies to students in the Disaster Management Policy Program (Seismology, Earthquake Engineering and Tsunami Disaster Mitigation) .

2. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits, 10 of which must come from Category I and 6 of which must come from Category II.

3. Courses offered in the Program are subject to change.

4.  * Course Number, Instructor, and Term for the course will be announced later when the course is offered.

Academic Year 2023-2024 Curriculum  Master's Programs
(10)-1   Disaster Management Policy Program (Seismology, Earthquake Engineering and Tsunami Disaster Mitigation)

II
Recommended
Courses

III
Elective Courses

４

4. 修士課程
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Category Course No. Course Title Instructor Term Credit

I
Required Courses DMP4800E Individual Study Winter through

Summer 10 10

DMP2000E Disaster Management Policies A: from Regional and
Infrastructure Aspect HIBINO Naohiko Fall 2

DMP2010E Disaster Management Policies B: from Urban and
Community Aspect KATAYAMA Koji Fall 2

DMP2800E Hydrology MIYAMOTO Mamoru,
KOIKE Toshio Fall through Winter 2

DMP2810E Hydraulics HARADA Daisuke,
EGASHIRA Shinji Fall through Winter 2

DMP2820E Basic Concepts of Integrated Flood Risk Management
(IFRM) TAKEUCHI Kuniyoshi Fall through Winter 2

DMP2870E Urban Flood Management and Flood Hazard Mapping TANAKA Shigenobu Fall through Winter 2

DMP3810E Flood Hydraulics and River Channel Design FUKUOKA Shoji Fall through Winter 2 30

DMP3820E Mechanics of Sediment Transportation and Channel
Changes EGASHIRA Shinji Fall through Winter 2

DMP3840E Control Measures for Landslide & Debris Flow OSANAI Nobutomo Fall through Winter 2

DMP2900E Socio-economic and Environmental Aspects of
Sustainability-oriented Flood Management

OHARA Miho,
SUMI Tetsuya Fall through Winter 2

DMP1800E Computer Programming USHIYAMA Tomoki,
HARADA Daisuke Fall through Winter 1

DMP2890E Practice on Integrated Flood Analysis System(IFAS) SAYAMA Takahiro,
RASMY Mohamed Fall through Winter 1

DMP3802E Practice on GIS and Remote Sensing Technique RASMY Mohamed
KAWASAKI Akiyuki Fall through Winter 1

DMP3900E Site Visit of Water-related Disaster Management Practice in
Japan KOIKE Toshio Fall through Summer 1

DMP3910E Practice on Open Channel Hydraulics YOROZUYA Atsuhiro Fall through Spring 1

* Selected Topics in Policy Studies I -IV

Notes:

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits,  10 of which must come from Category I and 16 of which must come from Category II.

2. Courses offered in the Program are subject to change.

3. * Course Number, Instructor, and Term for the course will be announced later when the course is offered.

Academic Year 2023-2024     Curriculum  Master's Programs
(10)-2  Disaster Management Policy Program (Water-related Disaster Management)

II
Recommended
Courses

16

III
Elective Courses

４

4. 修士課程
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Category Course No. Course Name Instructor Term Credit

MSP4000E Independent Study Various Fall through Summer 4

GOV1400E International Relations in East Asia TAKAGI Yusuke Fall 2

GOV2200EA International Relations IWAMA Yoko Fall 2

GOV2240EB International Security Studies MICHISHITA Narushige Fall 2

MSP2000E Maritime Police Policy OKUZONO Junji Winter 2

MSP3000E International Law SHIMOYAMA Kenji Fall 2

MSP3010E International Law of the Sea FURUYA Kentaro Winter 2 22

MSP3020E Policy for Search & Rescue, Salvage and Maritime Disaster
Prevention YAMAJI Tetsuya Spring 2

MSP5000E Case Study on Maritime Safety and Security Policy I FURUYA Kentaro Fall 2

MSP5010E Case Study on Maritime Safety and Security Policy II FURUYA Kentaro Winter through Spring 2

ECO1020E Essential Microeconomics KUROSAWA Masako Fall 4

ECO1080E Essential Macroeconomics YOKOYAMA Tadashi Winter 2

ECO1800E Economic Development of Southeast Asia KUDO Toshihiro Fall 2

ECO2020EB Government and Market HATANAKA Kaori Winter 2

ECO3840EB Development Economics KIJIMA Yoko Winter 2

EPP1010E East Asian Economies KUDO Toshihiro, OTSUJI Yoshihiro Winter 2

GOV1460E The Making of Modern Japan KITAOKA Shinichi, PRESSELLO
Andrea Fall 2

GOV2100E Government and Politics in Japan MASUYAMA Mikitaka Fall 2

GOV2210E International Political Economy CHEY Hyoung-kyu Fall 2 4 30

GOV2310E Comparative Politics TAKENAKA Harukata Fall 2

GOV2460E State and Politics in Southeast Asia LIM Guanie Spring (Session I) 2

GOV3240E Non-Traditional Security CROSS Kyoko Fall 2

GOV3280E Analysis of Great Power Politics IWAMA Yoko, et al. Spring 2

GOV3310E Comparative Political Economy KANCHOOCHAT Veerayooth Fall 2

GEN3000E International Development Policy OHNO Izumi Winter 2

GEN5020E The World and the SDGs KUDO Toshihiro, et al. Fall 1

MOR1000E Introduction to Quantitative Methods MOROHOSI Hozumi Fall 2

MSP2030E Introduction to Oceanography HORIUCHI Daishi Spring 1

MSP2040E Marine Environment and Pollution KAWAMURA Noriko Spring 1

MSP3030E International Comparative Criminal Law SHINTANI Kazuaki Spring 2

MSP3100E Introduction to International Maritime Safety and Security
Conventions FURUYA Kentaro Summer 1

MSP2050E Safety Management Systems I NOMA Kiyotaka Spring (Session I) 1

MSP2060E Safety Management Systems II YAMADA Tatsuto Spring (Session II) 1 4

MSP3060E Ship Maneuverability and Practical Operation TBA TBA 1

MSP3070E Fundamentals of Advanced Energy Engineering KANKI Takashi Spring (Session ll) 1

MSP3080E Information Management System I YAMANAKA Masaaki Spring (Session I) 1

MSP3090E Information Management System II ISOZAKI Hiroomi Spring (Session II) 1

* Selected Topics in Policy Studies I - IV

Courses not listed in this table

LAN0010E ** Describing Tables and Figures TBA TBA 1

LAN0150E ** Thesis Writing for MSP O'NEILL Gavin Fall(Session II) 1

LAN0160E ** Qualitative Writing TBA TBA 1

LAN0300E ** Introduction to Academic Research PETCHKO Katerina, et al. Fall(Session I) 1

LAN0310E ** Introduction to Academic Writing O'NEILL Gavin, et al. Fall(Session I) 1

** Other courses offered by the Center for Professional
Communication

Notes:

5. ** Credits earned in these courses cannot count toward the degree.

1. Graduation Requirements: Students must complete a minimum of 30 credits, 22 of which must come from Category I, and 8 from Category II.

2. Courses offered in the Program are subject to change.

3. If a student takes the same course in both English and Japanese, only one course (2 credits) will count toward the degree.

4. * Course Number, Instructor, and Term for these courses will be announced when the courses are offered.

6. Students must take LAN0150E, LAN0300E and LAN0310E. Students may be exempted from taking LAN0310E depending on the result of the English Placement Test.

X
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Academic Year 2023-2024   Curriculum  Master's Programs
(11)  Maritime Safety and Security Policy Program

I
Required Course
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Courses

III
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0
J

数
理

モ
デ

ル
分

析
演

習
土

谷
　

隆
、

諸
星

　
穂

積
、

竹
之

内
　

高
志

秋
2

○
○

○

**
M
O
R
1
1
0
0
J

政
策

科
学

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

と
情

報
数

理
 
Ｉ

土
谷

　
隆

、
竹

之
内

　
高

志
春

2
○

○
○

M
O
R
2
1
0
0
J

政
策

科
学

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

と
情

報
数

理
 
Ⅱ

土
谷

　
隆

、
竹

之
内

　
高

志
秋

2
○

○
○

P
P
P
4
0
0
0
J

政
策

論
文

演
習

関
係

教
員

夏
～

冬
4

◎
▲

▲

R
E
G
1
0
0
0
J

地
方

行
政

論
横

道
　

清
孝

春
2

○
○

○

R
E
G
1
0
1
0
J

地
方

財
政

論
羽

白
　

淳
春

前
2

○
○

○

R
E
G
1
2
0
0
J

行
政

法
の

基
礎

板
垣

　
勝

彦
春

前
2

○
○

○

R
E
G
2
0
3
0
J

食
料

・
農

業
・

農
村

政
策

特
論

Ⅰ
天

羽
　

隆
春

2
○

○
○

R
E
G
2
0
4
0
J

食
料

・
農

業
・

農
村

政
策

特
論

Ⅱ
天

羽
　

隆
秋

2
○

○
○

R
E
G
2
0
5
0
J

現
代

食
料

・
農

業
論

高
橋

　
仁

志
、

外
部

講
師

春
2

○
○

○

R
E
G
2
3
1
0
J

地
方

自
治

と
行

政
学

木
村

　
俊

介
春

2
○

○
○

R
E
G
2
9
0
0
J

地
方

行
政

特
論

横
道

　
清

孝
、

外
部

講
師

秋
2

○
○

○

R
E
G
2
9
3
0
J

地
方

財
政

特
論

羽
白

　
淳

、
外

部
講

師
春

2
○

○
○

R
E
G
2
9
4
0
J

自
治

体
改

革
論

高
田

　
寛

文
、

外
部

講
師

秋
2

○
○

○

R
E
G
2
9
5
0
J

食
料

・
農

業
・

農
村

政
策

概
論

塙
　

靖
幸

春
2

○
○

○

R
E
G
3
1
2
0
J

「
食

」
を

通
じ

た
地

域
振

興
論

塙
　

靖
幸

秋
2

○
○

○

*
M
O
R
1
0
3
0
J
と

M
O
R
1
1
0
0
J
を

両
方

修
得

し
た

場
合

は
、

い
ず

れ
か

一
方

の
単

位
を

修
了

に
必

要
な

単
位

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
す

る
。

*
*
M
O
R
2
0
2
0
J
と

M
O
R
2
1
0
0
J
を

両
方

修
得

し
た

場
合

は
、

い
ず

れ
か

一
方

の
単

位
を

修
了

に
必

要
な

単
位

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
す

る
。
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22
00
22
44
年年

度度
　　

　　
授授

業業
科科

目目
及及

びび
担担

当当
教教

員員
一一

覧覧
◎

＝
必

修

○
＝

選
択

必
修

ま
た

は
選

択

▲
＝

履
修

不
可

II
PP
RR
,,
  
SS
TT
II
,,
  
GG
LL
DD

科
目

番
号

科
目

名
担

当
教

員
学

期
単

位
数

公
共

科
学

技
術

G
L
D

I
P
R
1
0
2
0
J

民
法

の
基

礎
塩

澤
　

一
洋

春
前

2
○

○
○

S
T
I
1
0
0
0
E

E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
o
f
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n

I
N
T
A
R
A
K
U
M
N
E
R
D
 
P
a
t
a
r
a
p
o
n
g

秋
2

○
○

○

S
T
I
1
0
1
0
J

科
学

技
術

政
策

過
程

論
角

南
　

篤
隔

年
春

2
○

○
○

S
T
I
1
0
2
0
E

S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
i
n
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
P
o
l
i
t
i
c
s

未
定

未
定

2
○

○
○

S
T
I
1
0
6
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
概

論
林

　
隆

之
、

隅
藏

 
康

一
、

鈴
木

 
潤

、
根

井
 
寿

規
、

飯
塚

 
倫

子
、

角
南

 
篤

、
有

本
 
建

男
春

後
2

○
○

○

S
T
I
1
0
7
0
J

公
的

機
関

か
ら

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

隅
藏

康
一

、
林

　
隆

之
、

飯
塚

倫
子

春
後

2
○

○
○

S
T
I
1
0
8
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
立

案
演

習
林

　
隆

之
、

七
丈

 
直

弘
夏

2
○

○
○

S
T
I
1
0
9
0
E

P
o
l
i
t
i
c
s
 
o
f
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n

B
R
U
M
M
E
R
 
M
a
t
t
h
e
w

隔
年

春
2

○
○

○

S
T
I
1
1
0
0
J

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

経
済

学
鈴

木
　

潤
春

前
2

○
○

○

S
T
I
1
1
1
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

た
め

の
ミ

ク
ロ

経
済

学
長

根
　

裕
美

秋
後

2
○

○
○

S
T
I
2
0
2
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
史

有
本

　
建

男
春

2
○

○
○

S
T
I
2
0
3
0
J

ビ
ブ

リ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
と

そ
の

応
用

林
　

隆
之

隔
年

春
2

○
○

○

S
T
I
2
0
3
0
E

B
i
b
l
i
o
m
e
t
r
i
c
s
 
a
n
d
 
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s

H
A
Y
A
S
H
I
 
T
a
k
a
y
u
k
i

隔
年

春
2

○
○

○

S
T
I
2
0
6
0
J

高
等

教
育

・
産

学
連

携
政

策
隅

藏
　

康
一

秋
2

○
○

○

S
T
I
2
0
6
0
E

P
o
l
i
c
y
 
f
o
r
 
H
i
g
h
e
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
-
I
n
d
u
s
t
r
y
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n

S
U
M
I
K
U
R
A
 
K
o
i
c
h
i

隔
年

春
2

○
○

○

S
T
I
2
0
7
0
J

科
学

技
術

外
交

論
廣

木
　

謙
三

、
角

南
　

篤
秋

後
2

○
○

○

S
T
I
2
0
8
0
E

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
A
n
a
l
y
s
i
s
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
P
o
l
i
c
y
:

A
s
i
a
n
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
s

I
N
T
A
R
A
K
U
M
N
E
R
D
 
P
a
t
a
r
a
p
o
n
g

秋
2

○
○

○

S
T
I
2
1
5
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

史
的

比
較

上
山

　
隆

大
未

定
2

○
○

○

S
T
I
2
1
5
0
E

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
P
a
t
h
s
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
P
o
l
i
c
y

U
E
Y
A
M
A
 
T
a
k
a
h
i
r
o

未
定

2
○

○
○

S
T
I
2
1
6
0
E

O
u
t
l
i
n
e
 
o
f
 
E
n
e
r
g
y
 
P
o
l
i
c
y

T
A
K
A
H
A
S
H
I
 
K
a
z
u
a
k
i

秋
前

2
○

○
○

S
T
I
2
1
7
0
E

E
n
e
r
g
y
 
a
n
d
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
&
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

N
E
I
 
H
i
s
a
n
o
r
i
,
 
S
H
I
B
A
T
A
 
Y
o
s
h
i
a
k
i

春
2

○
○

○

S
T
I
2
1
9
0
E

R
o
l
e
s
 
o
f
 
I
n
t
e
l
l
e
c
t
u
a
l
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
R
i
g
h
t
s
 
i
n
 
G
l
o
b
a
l
i
z
e
d
 
W
o
r
l
d

S
U
M
I
K
U
R
A
 
K
o
i
c
h
i
,
 
E
S
C
O
F
F
I
E
R
 
L
u
c
a

隔
年

春
2

○
○

○

S
T
I
2
2
0
0
J

科
学

技
術

と
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

隅
藏

　
康

一
、

牧
　

兼
充

春
2

○
○

○

S
T
I
2
2
1
0
E

S
c
i
e
n
c
e
,
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
P
o
l
i
c
y
 
i
n
 
D
e
v
e
l
o
p
i
n
g
 
C
o
u
n
t
r
y

C
o
n
t
e
x
t

I
I
Z
U
K
A
 
M
i
c
h
i
k
o

秋
2

○
○

○

PP
rr
oo
gg
rr
aa
mm
  
SS
pp
ee
cc
ii
ff
ii
cc
  
CC
oo
uu
rr
ss
ee
ss
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22
00
22
44
年年

度度
　　

　　
授授

業業
科科

目目
及及

びび
担担

当当
教教

員員
一一

覧覧
◎

＝
必

修

○
＝

選
択

必
修

ま
た

は
選

択

▲
＝

履
修

不
可

科
目

番
号

科
目

名
担

当
教

員
学

期
単

位
数

公
共

科
学

技
術

G
L
D

S
T
I
2
2
2
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
と

評
価

林
　

隆
之

秋
2

○
○

○

S
T
I
2
2
3
0
E

E
n
e
r
g
y
 
D
a
t
a
 
A
n
a
l
y
s
i
s

未
定

秋
後

2
○

○
○

S
T
I
2
2
5
0
J

計
量

分
析

演
習

鈴
木

 
潤

秋
前

2
○

○
○

S
T
I
2
2
6
0
J

科
学

技
術

行
政

シ
ス

テ
ム

と
指

標
林

　
隆

之
、

飯
塚

　
倫

子
、

伊
地

知
　

寛
博

春
前

2
○

○
○

S
T
I
2
2
7
0
J

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

Ⅰ
隅

藏
　

康
一

春
2

○
○

○

S
T
I
2
2
8
0
J

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

Ⅱ
隅

藏
　

康
一

秋
2

○
○

○

S
T
I
2
2
9
0
J

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

政
策

飯
塚

　
倫

子
、

林
　

隆
之

夏
1

○
○

○

S
T
I
2
2
9
0
E

D
i
g
i
t
a
l
 
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
P
o
l
i
c
y

未
定

未
定

1
○

○
○

S
T
I
3
0
5
0
E

E
n
e
r
g
y
 
S
e
c
u
r
i
t
y

N
E
I
 
H
i
s
a
n
o
r
i
,
 
K
U
T
A
N
I
 
I
c
h
i
r
o

春
2

○
○

○

S
T
I
3
0
6
0
E

E
n
e
r
g
y
 
P
o
l
i
c
y
 
i
n
 
J
a
p
a
n

N
E
I
 
H
i
s
a
n
o
r
i

春
2

○
○

○

S
T
I
3
1
0
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅰ

未
定

未
定

2
○

○
○

S
T
I
3
1
1
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅱ

未
定

未
定

2
○

○
○

S
T
I
3
1
2
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅲ

未
定

未
定

2
○

○
○

S
T
I
3
1
3
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅳ

未
定

未
定

2
○

○
○

S
T
I
3
1
4
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅴ

隅
藏

　
康

一
隔

年
夏

1
○

○
○

S
T
I
3
1
5
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅵ

未
定

隔
年

夏
1

○
○

○

S
T
I
3
1
6
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅶ

上
山

　
隆

大
秋

前
1

○
○

○

S
T
I
3
1
7
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
特

論
Ⅷ

未
定

未
定

1
○

○
○

S
T
I
4
0
0
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
論

文
演

習
Ⅰ

関
係

教
員

春
夏

/
秋

冬
2

▲
◎

▲

S
T
I
4
0
1
0
J

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
政

策
論

文
演

習
Ⅱ

関
係

教
員

春
夏

/
秋

冬
2

▲
◎

▲

G
L
D
1
0
5
0
J

外
交

ア
カ

デ
ミ

ー
 
Ⅰ

粗
　

信
仁

秋
、

冬
5

▲
▲

○

G
L
D
1
0
6
0
J

外
交

ア
カ

デ
ミ

ー
 
Ⅱ

粗
　

信
仁

春
（

2
年

目
）

5
▲

▲
○

G
L
D
2
1
0
0
J

国
際

関
係

の
理

論
と

研
究

方
法

田
中

　
明

彦
春

2
○

○
○

G
L
D
2
4
1
0
J

国
際

経
済

交
渉

論
篠

田
　

邦
彦

秋
2

○
○

○

G
L
D
2
4
2
0
J

経
済

政
策

分
析

川
崎

　
研

一
秋

2
○

○
○

G
L
D
2
5
0
0
J

外
交

戦
略

論
番

匠
　

幸
一

郎
春

2
○

○
○

４
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22
00
22
44
年年

度度
　　

　　
授授

業業
科科

目目
及及

びび
担担

当当
教教

員員
一一

覧覧
◎

＝
必

修

○
＝

選
択

必
修

ま
た

は
選

択

▲
＝

履
修

不
可

科
目

番
号

科
目

名
担

当
教

員
学

期
単

位
数

公
共

科
学

技
術

G
L
D

G
L
D
2
5
1
0
J

外
交

交
渉

論
鶴

岡
　

公
二

冬
2

○
○

○

G
L
D
2
6
0
0
J

安
全

保
障

論
廣

中
　

雅
之

春
2

○
○

○

G
L
D
2
9
0
0
E

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
o
f
 
E
f
f
e
c
t
i
v
e
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

P
E
T
C
H
K
O
 
K
a
t
e
r
i
n
a
,
 
e
t
 
a
l
.

春
2

○
○

○

G
L
D
3
1
0
0
E

S
e
m
i
n
a
r
 
o
n
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 
T
h
e
o
r
i
e
s
 
a
n
d
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
M
e
t
h
o
d
s

B
R
U
M
M
E
R
 
M
a
t
t
h
e
w
,
 
T
A
N
A
K
A
 
A
k
i
h
i
k
o

秋
2

○
○

○

G
L
D
3
1
1
0
J

国
際

関
係

・
外

交
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
道

下
　

徳
成

春
前

2
○

○
○

G
L
D
3
2
0
0
J

国
際

経
済

法
米

谷
　

三
以

夏
1

○
○

○

G
L
D
3
2
1
0
J

国
際

法
と

安
全

保
障

古
谷

　
健

太
郎

夏
1

○
○

○

G
L
D
3
2
2
0
J

情
報

と
安

全
保

障
道

下
　

徳
成

夏
2

○
○

○

G
L
D
3
9
0
0
E

E
f
f
e
c
t
i
v
e
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
G
l
o
b
a
l
 
L
e
a
d
e
r
s

P
E
T
C
H
K
O
 
K
a
t
e
r
i
n
a
,
 
e
t
 
a
l
.

春
2

○
○

○

G
L
D
3
9
1
0
E

D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

P
E
T
C
H
K
O
 
K
a
t
e
r
i
n
a
,
 
e
t
 
a
l
.

秋
、

冬
2

▲
▲

○

G
L
D
4
0
0
0
J

国
際

関
係

・
外

交
政

策
論

文
演

習
関

係
教

員
秋

（
2
年

目
）

4
○

○
◎

政
策

研
究

特
論

Ⅰ
～

V
未

定
未

定
各

2
○

○
○

政
策

研
究

特
論

 
V
I

未
定

未
定

1
○

○
○

政
策

研
究

特
論

(
国

際
協

力
論

)
大

野
　

泉
、

松
永

　
正

英
春

前
1

○
○

○

政
策

研
究

特
論

(
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
)

宮
本

　
大

輔
秋

2
○

○
○

高
崎

経
済

大
学

開
講

科
目

九
州

大
学

開
講

科
目

所
定

の
手

続
き

を
経

て
、

認
め

ら
れ

た
場

合
に

履
修

が
で

き
る

。
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22
00
22
44
年年

度度
　　

　　
授授

業業
科科

目目
及及

びび
担担

当当
教教

員員
一一

覧覧
◎

＝
必

修

○
＝

選
択

必
修

ま
た

は
選

択

▲
＝

履
修

不
可

LL
aa
nn
gg
uu
aa
gg
ee

LL
AA
NN

科
目

番
号

科
目

名
担

当
教

員
学

期
単

位
数

公
共

科
学

技
術

G
L
D

L
A
N
0
0
1
0
E

D
e
s
c
r
i
b
i
n
g
 
T
a
b
l
e
s
 
a
n
d
 
F
i
g
u
r
e
s

T
B
A

T
B
A

1
○

○
○

L
A
N
0
1
5
0
E

T
h
e
s
i
s
 
W
r
i
t
i
n
g
 
f
o
r
 
M
S
P

O
'
N
E
I
L
L
 
G
a
v
i
n

秋
後

1

L
A
N
0
1
6
0
E

Q
u
a
l
i
t
a
t
i
v
e
 
W
r
i
t
i
n
g

T
B
A

T
B
A

1
○

○
○

L
A
N
0
1
7
0
E

A
b
s
t
r
a
c
t
 
W
r
i
t
i
n
g
 
f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
t
u
d
e
n
t
s

O
N
O
 
K
e
i
k
o

秋
前

1

L
A
N
0
1
9
0
E

A
c
a
d
e
m
i
c
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
p
e
a
k
e
r
s

T
B
A

T
B
A

2

L
A
N
0
3
7
0
E

A
c
a
d
e
m
i
c
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
a
n
d
 
W
r
i
t
i
n
g
:
 
A
 
P
r
i
m
e
r
 
f
o
r
 
P
u
b
l
i
c
 
P
o
l
i
c
y
 
S
t
u
d
e
n
t
s
O
N
O
 
K
e
i
k
o

春
前

1
▲

▲
○

f
o
r
 
s
t
u
d
e
n
t
s
 
i
n
 
d
o
m
e
s
t
i
c
 
p
r
o
g
r
a
m
s

f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
s
t
u
d
e
n
t
s

r
e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 
f
o
r
 
M
S
P
 
s
t
u
d
e
n
t
s
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22
00
22
44
年年

度度
　　

　　
授授

業業
科科

目目
及及

びび
担担

当当
教教

員員
一一

覧覧
◎

＝
必

修

○
＝

選
択

必
修

ま
た

は
選

択

▲
＝

履
修

不
可

LL
aa
nn
gg
uu
aa
gg
ee

LL
AA
NN

科
目

番
号

科
目

名
担

当
教

員
学

期
単

位
数

公
共

科
学

技
術

G
L
D

L
A
N
0
0
1
0
E

D
e
s
c
r
i
b
i
n
g
 
T
a
b
l
e
s
 
a
n
d
 
F
i
g
u
r
e
s

T
B
A

T
B
A

1
○

○
○

L
A
N
0
1
5
0
E

T
h
e
s
i
s
 
W
r
i
t
i
n
g
 
f
o
r
 
M
S
P

O
'
N
E
I
L
L
 
G
a
v
i
n

秋
後

1

L
A
N
0
1
6
0
E

Q
u
a
l
i
t
a
t
i
v
e
 
W
r
i
t
i
n
g

T
B
A

T
B
A

1
○

○
○

L
A
N
0
1
7
0
E

A
b
s
t
r
a
c
t
 
W
r
i
t
i
n
g
 
f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
t
u
d
e
n
t
s

O
N
O
 
K
e
i
k
o

秋
前

1

L
A
N
0
1
9
0
E

A
c
a
d
e
m
i
c
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
p
e
a
k
e
r
s

T
B
A

T
B
A

2

L
A
N
0
3
7
0
E

A
c
a
d
e
m
i
c
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
a
n
d
 
W
r
i
t
i
n
g
:
 
A
 
P
r
i
m
e
r
 
f
o
r
 
P
u
b
l
i
c
 
P
o
l
i
c
y
 
S
t
u
d
e
n
t
s
O
N
O
 
K
e
i
k
o

春
前

1
▲

▲
○

f
o
r
 
s
t
u
d
e
n
t
s
 
i
n
 
d
o
m
e
s
t
i
c
 
p
r
o
g
r
a
m
s

f
o
r
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
s
t
u
d
e
n
t
s

r
e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 
f
o
r
 
M
S
P
 
s
t
u
d
e
n
t
s

Ac
ad

em
ic

 Y
ea

r 2
02

4-
20

25
   

 L
is

t o
f C

ou
rs

es
 a

nd
 In

st
ru

ct
or

s 
(e

xc
ep

t D
M

P 
an

d 
SS

P)
　
◎
＝

R
eq

ui
re

d 
C

ou
rs

e

　
○
＝

R
ec

om
m

en
de

d 
or

 E
le

ct
iv

e 
C

ou
rs

e

　
▲
＝

C
lo

se
d 

C
ou

rs
e:

 S
tu

de
nt

s 
in

 th
e 

pr
og

ra
m

 a
re

 N
O

T 
al

lo
w

ed
 to

 ta
ke

 th
e 

co
ur

se
.

Ec
on

om
ic

s

EC
O

C
ou

rs
e 

N
o.

C
ou

rs
e 

N
am

e
In

st
ru

ct
or

Te
rm

C
re

di
t

YL
P

M
P1

M
P2

M
EP

1
M

EP
2

PF
EP

P
AI

P
M

SP
SS

P
D

om
es

tic
Pr

og
ra

m
s

R
em

ar
ks

EC
O

10
00

EA
M

ic
ro

ec
on

om
ic

s 
I

XI
N

G
 Y

uq
in

g
Fa

ll 
(S

es
si

on
 I)

2
▲

▲
▲

◎
◎

▲
▲

▲
▲

▲
▲

EC
O

10
00

EB
M

ic
ro

ec
on

om
ic

s 
I

W
IE

 D
ai

nn
Fa

ll 
(S

es
si

on
 I)

2
○

○
○

▲
▲

◎
○

○
○

○
○

EC
O

10
20

E
Es

se
nt

ia
l M

ic
ro

ec
on

om
ic

s
KU

R
O

SA
W

A 
M

as
ak

o
Fa

ll
4

○
○

○
▲

▲
▲

○
○

○
○

○

EC
O

10
60

EA
M

ac
ro

ec
on

om
ic

s 
I

H
SU

 M
in

ch
un

g
Fa

ll 
(S

es
si

on
 I)

2
○

○
○

▲
▲

○
○

○
○

○
○

EC
O

10
60

EB
M

ac
ro

ec
on

om
ic

s 
I

PO
R

AP
AK

KA
R

M
 P

on
po

je
Fa

ll 
(S

es
si

on
 I)

2
▲

▲
▲

◎
◎

▲
▲

▲
▲

▲
▲

EC
O

10
80

E
Es

se
nt

ia
l M

ac
ro

ec
on

om
ic

s
YO

KO
YA

M
A 

Ta
da

sh
i

W
in

te
r

2
○

○
○

▲
▲

○
○

○
○

○
○

EC
O

16
00

E
M

on
et

ar
y 

Ec
on

om
ic

s 
(M

on
ey

 a
nd

 B
an

ki
ng

)
FU

JI
M

O
TO

 J
un

ic
hi

Fa
ll

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

EC
O

18
00

E
Ec

on
om

ic
 D

ev
el

op
m

en
t o

f S
ou

th
ea

st
 A

si
a

KU
D

O
 T

os
hi

hi
ro

Fa
ll

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

EC
O

20
00

EA
M

ic
ro

ec
on

om
ic

s 
II

XI
N

G
 Y

uq
in

g
Fa

ll 
(S

es
si

on
 II

)
2

▲
▲

▲
◎

◎
▲

▲
▲

▲
▲

▲

EC
O

20
00

EB
M

ic
ro

ec
on

om
ic

s 
II

W
IE

 D
ai

nn
Fa

ll 
(S

es
si

on
 II

)
2

○
○

○
▲

▲
○

○
○

○
○

○

EC
O

20
20

EA
G

ov
er

nm
en

t a
nd

 M
ar

ke
t

O
KA

M
O

TO
 R

yo
su

ke
W

in
te

r
2

○
▲

▲
○

○
▲

▲
○

▲
▲

▲

EC
O

20
20

EB
G

ov
er

nm
en

t a
nd

 M
ar

ke
t

H
AT

AN
AK

A 
Ka

or
i

W
in

te
r

2
▲

○
○

▲
▲

○
○

▲
○

○
○

EC
O

20
60

EA
M

ac
ro

ec
on

om
ic

s 
II

M
AT

SU
M

O
TO

 H
id

eh
ik

o
Fa

ll 
(S

es
si

on
 II

)
2

○
○

○
▲

▲
○

○
○

○
○

○

EC
O

20
60

EB
M

ac
ro

ec
on

om
ic

s 
II

FU
JI

M
O

TO
 J

un
ic

hi
Fa

ll 
(S

es
si

on
 II

)
2

▲
▲

▲
◎

◎
▲

▲
▲

▲
▲

▲

EC
O

26
10

E
Fi

na
nc

e 
an

d 
Ec

on
om

ic
 G

ro
w

th
TB

A
TB

A
2

○
○

○
○

○
○

○
○

▲
○

○

EC
O

27
20

EA
In

tro
du

ct
io

n 
to

 A
pp

lie
d 

Ec
on

om
et

ric
s

W
IE

 D
ai

nn
Fa

ll
2

○
○

○
▲

▲
▲

○
○

○
○

○

EC
O

27
20

EB
In

tro
du

ct
io

n 
to

 A
pp

lie
d 

Ec
on

om
et

ric
s

IZ
U

M
I Y

ut
ar

o
Fa

ll
2

▲
▲

▲
◎

◎
○

▲
▲

▲
▲

▲

EC
O

27
60

E
Ap

pl
ie

d 
Ti

m
e 

Se
rie

s 
An

al
ys

is
 fo

r M
ac

ro
ec

on
om

ic
s

LE
O

N
-G

O
N

ZA
LE

Z 
R

ob
er

to
W

in
te

r
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

EC
O

27
70

E
Ap

pl
ie

d 
Ec

on
om

et
ric

s
LI

TS
C

H
IG

 S
te

ph
an

W
in

te
r

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

EC
O

27
80

E
Ap

pl
ie

d 
Ec

on
om

et
ric

s 
Pr

ac
tic

e
LI

TS
C

H
IG

 S
te

ph
an

W
in

te
r

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

EC
O

27
90

E
D

at
a 

Sc
ie

nc
e 

fo
r P

ub
lic

 P
ol

ic
y

G
O

TO
 J

un
Sp

rin
g

2
○

○
○

○
○

○
○

○
▲

○
○

EC
O

28
00

E
G

lo
ba

l D
ev

el
op

m
en

t A
ge

nd
as

 a
nd

 J
ap

an
's 

O
D

A
TB

A
TB

A
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

EC
O

28
80

E
Tr

ad
e 

an
d 

In
du

st
ria

l D
ev

el
op

m
en

t
SO

N
O

BE
 T

et
su

sh
i

Fa
ll

2
○

○
○

○
○

○
○

○
▲

○
○

EC
O

29
00

E
G

am
e 

Th
eo

ry
TB

A
TB

A
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

EC
O

30
00

E
M

at
he

m
at

ic
s 

fo
r E

co
no

m
ic

 A
na

ly
si

s
M

U
N

R
O

 A
lis

ta
ir

Fa
ll

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

EC
O

31
00

E
Pu

bl
ic

 F
in

an
ce

BR
AU

N
 R

ic
ha

rd
 A

nt
on

W
in

te
r

2
○

○
○

○
○

◎
○

○
○

○
○

EC
O

31
04

E
Po

lit
ic

al
 E

co
no

m
y

IZ
U

M
I Y

ut
ar

o
Sp

rin
g

2
○

○
○

○
○

○
○

○
▲

○
○

EC
O

31
10

E
Fi

sc
al

 R
ef

or
m

 in
 J

ap
an

O
TA

 H
iro

ko
Fa

ll
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

EC
O

31
20

E
Pu

bl
ic

 F
in

an
ce

 a
nd

 F
is

ca
l P

ol
ic

y
TB

A
TB

A
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

EC
O

31
30

E
Ec

on
om

ic
s 

of
 T

ax
 P

ol
ic

y
YA

M
AZ

AK
I A

ki
o

W
in

te
r

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

If 
a 

st
ud

en
t t

ak
es

 b
ot

h 
M

ic
ro

ec
on

om
ic

s 
I a

nd
 E

ss
en

tia
l

M
ic

ro
ec

on
om

ic
s,

 o
nl

y 
th

e 
cr

ed
its

 fr
om

 o
ne

 o
f t

he
m

 w
ill

co
un

t t
ow

ar
d 

th
e 

de
gr
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政策研究データサイエンス認定証制度について 

Ⅰ 概要

本学は、一連のデータサイエンス関連科目の履修を通じて、学生がエビデンスに基づく政策立案に資する

分析能力を獲得させることを目指し、政策研究データサイエンス（DS）認定証制度を設置している。以下に

定める要件をすべて満たしたものには認定証を授与する。

Ⅱ 認定証授与要件

① データサイエンスの基幹的・基礎的科目として下記科目のうち 2 単位以上を修得する。

・データサイエンス基礎

・政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ
・実践データサイエンス

・政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ
・Introduction to Data Science I 
・Introduction to Data Science II 
・Data Science for Public Policy 

② 上記の①で修得した科目を含む、データサイエンス関連科目（次項「DS 関連科目群リスト」参照）を 2
単位×5＝10 単位以上を修得する。  

※認定書の申請手続及びその他の注意事項については、別途案内するので確認すること。 ４
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DDSS関関連連科科目目群群リリスストト//  LLiisstt  ooff  DDSS--rreellaatteedd  CCoouurrsseess
CCoouurrssee  NNuummbbeerr CCoouurrsseess IInnssttrruuccttoorr TTeerrmm CCrreeddiitt

MOR1000E Introduction to Quantitative Methods MOROHOSI Hozumi Fall 2

* MOR1030E Introduction to Data Science TBA TBA 2

* MOR1050EA Introduction to Data Science I TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

* MOR1050EB Introduction to Data Science I MOROHOSI Hozumi Fall(Session l) 2

* MOR2020E Data Science in Practice TBA TBA 2

MOR2050E Introduction to Data Science II TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

MOR2500E Quantitative Social Systems Analysis TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Spring 2

MOR3050E Practice STATA TSUCHIYA Takashi Winter 1

MOR3060E Practice R TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi,TAKENOUCHI Takashi Winter 1

MOR6300E/J Mathematical Modeling Analysis / 数理モデル分析 TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Spring 2

MOR7011E Quantitative Data Analysis TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Fall 2

ECO2720EA Introduction to Applied Econometrics WIE Dainn Fall 2

ECO2720EB Introduction to Applied Econometrics IZUMI Yutaro Fall 2

ECO2760E Applied Time Series Analysis for Macroeconomics LEON-GONZALEZ Roberto Winter 2

ECO2770E Applied Econometrics LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO2780E Applied Econometrics Practice LITSCHIG Stephan Winter 2

* ECO2790E Data Science for Public Policy GOTO Jun Spring 2

ECO3000E Mathematics for Economic Analysis MUNRO Alistair Fall 2

ECO3710E Time Series Analysis TBA TBA 2

ECO3720E Cost Benefit Analysis I KIDOKORO Yukihiro Winter 2

ECO3740E Economic Modeling for Policy Simulations HOSOE Nobuhiro Summer 2

ECO3890E Development Econometrics TAKAHASHI Kazushi Summer 2

ECO6770E Computer Programming for Economics PORAPAKKARM Ponpoje Fall (Session II) 2

ECO6700E Advanced Econometrics I LEON-GONZALEZ Roberto Fall (Session I) 2

ECO6710E Advanced Econometrics II LITSCHIG Stephan Fall (Session II) 2

ECO6720E Advanced Econometrics III TBA TBA 2

ECO6730E Advanced Econometrics IV GOTO Jun Spring (Session II) 2

ECO7721EA Introduction to Applied Econometrics (Advanced) WIE Dainn Fall 2

ECO7721EB Introduction to Applied Econometrics (Advanced) IZUMI Yutaro Fall 2

ECO7771E Applied Econometrics (Advanced) LITSCHIG Stephan Winter 2

STI2030E Bibliometrics and Applications HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI2230E Energy Data Analysis TBA TBA 2

STI7031E Bibliometrics and Applications HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI7231E Energy Data Analysis TBA TBA 2

* MOR1030J データサイエンス基礎 土谷　隆 春前 2

* MOR1100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ 土谷　隆、竹之内　高志 春 2

MOR2000J 計画と評価の数理 諸星　穂積 春 2

* MOR2020J 実践データサイエンス 竹之内　高志 春後 2

* MOR2100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ 土谷　隆、竹之内　高志 秋 2

MOR3010J 数理モデル分析演習 土谷　隆、諸星　穂積、竹之内　高志 秋 2

ECO2700J 計量経済学 黒澤　昌子 春 2

ECO2710J 費用便益分析 城所　幸弘 春後 2

ECO3330J 都市政策の空間分析 金本　良嗣、河端　瑞貴、安田　昌平 春 2

ECO3700J 計量経済学の応用と実践 後藤　潤 夏 2

ECO3750J 経済シミュレーション分析 細江　宣裕 秋 2

ECO3760J 費用便益分析の応用と実践 城所　幸弘 夏 2

GOV6930J
社会科学方法論＝量的分析 (Social Science Methodology for
Quantitative Analysis)

MASUYAMA Mikitaka Fall 2

STI2030J ビブリオメトリクスとその応用 林　隆之 隔年春 2

STI2250J 計量分析演習 鈴木 潤 秋前 2

STI7031J ビブリオメトリクスとその応用 HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI7251J 計量分析演習 SUZUKI Jun Fall (Session I) 2

Selected Topics in Policy Studies(International Economic Policy
Analysis)

KAWASAKI Kenichi Spring 2

AAss  ooff  AApprrii11  11sstt,,  22002244

※1 "*"を付した科目はデータサイエンス基幹的・基礎的科目。
　　Courses with "*" are data science basic/core courses.

※2 開講学期の変更や開講しない場合がある。
     The term of a course may be changed or it may not be offered.

※3 修了直前の夏学期または冬学期の科目は、成績評価のスケジュールの都合上、DS認定証授与要件には含まれない場合があるので注意すること。
　　  Note that data science related courses completed in the summer or winter term immediately before completion may not be registered at the time of certificate judgement, due to the timing of grading.

４
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DDSS関関連連科科目目群群リリスストト// LLiisstt ooff DDSS--rreellaatteedd CCoouurrsseess
CCoouurrssee NNuummbbeerr CCoouurrsseess IInnssttrruuccttoorr TTeerrmm CCrreeddiitt

MOR1000E Introduction to Quantitative Methods MOROHOSI Hozumi Fall 2

* MOR1030E Introduction to Data Science TBA TBA 2

* MOR1050EA Introduction to Data Science I TSUCHIYA Takashi Fall(Session l) 2

* MOR1050EB Introduction to Data Science I MOROHOSI Hozumi Fall(Session l) 2

* MOR2020E Data Science in Practice TBA TBA 2

MOR2050E Introduction to Data Science II TAKENOUCHI Takashi Fall (Session II) 2

MOR2500E Quantitative Social Systems Analysis TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Spring 2

MOR3050E Practice STATA TSUCHIYA Takashi Winter 1

MOR3060E Practice R TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi,TAKENOUCHI Takashi Winter 1

MOR6300E/J Mathematical Modeling Analysis / 数理モデル分析 TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Spring 2

MOR7011E Quantitative Data Analysis TSUCHIYA Takashi, MOROHOSI Hozumi, TAKENOUCHI Takashi Fall 2

ECO2720EA Introduction to Applied Econometrics WIE Dainn Fall 2

ECO2720EB Introduction to Applied Econometrics IZUMI Yutaro Fall 2

ECO2760E Applied Time Series Analysis for Macroeconomics LEON-GONZALEZ Roberto Winter 2

ECO2770E Applied Econometrics LITSCHIG Stephan Winter 2

ECO2780E Applied Econometrics Practice LITSCHIG Stephan Winter 2

* ECO2790E Data Science for Public Policy GOTO Jun Spring 2

ECO3000E Mathematics for Economic Analysis MUNRO Alistair Fall 2

ECO3710E Time Series Analysis TBA TBA 2

ECO3720E Cost Benefit Analysis I KIDOKORO Yukihiro Winter 2

ECO3740E Economic Modeling for Policy Simulations HOSOE Nobuhiro Summer 2

ECO3890E Development Econometrics TAKAHASHI Kazushi Summer 2

ECO6770E Computer Programming for Economics PORAPAKKARM Ponpoje Fall (Session II) 2

ECO6700E Advanced Econometrics I LEON-GONZALEZ Roberto Fall (Session I) 2

ECO6710E Advanced Econometrics II LITSCHIG Stephan Fall (Session II) 2

ECO6720E Advanced Econometrics III TBA TBA 2

ECO6730E Advanced Econometrics IV GOTO Jun Spring (Session II) 2

ECO7721EA Introduction to Applied Econometrics (Advanced) WIE Dainn Fall 2

ECO7721EB Introduction to Applied Econometrics (Advanced) IZUMI Yutaro Fall 2

ECO7771E Applied Econometrics (Advanced) LITSCHIG Stephan Winter 2

STI2030E Bibliometrics and Applications HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI2230E Energy Data Analysis TBA TBA 2

STI7031E Bibliometrics and Applications HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI7231E Energy Data Analysis TBA TBA 2

* MOR1030J データサイエンス基礎 土谷　隆 春前 2

* MOR1100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ｉ 土谷　隆、竹之内　高志 春 2

MOR2000J 計画と評価の数理 諸星　穂積 春 2

* MOR2020J 実践データサイエンス 竹之内　高志 春後 2

* MOR2100J 政策科学のためのデータサイエンスと情報数理 Ⅱ 土谷　隆、竹之内　高志 秋 2

MOR3010J 数理モデル分析演習 土谷　隆、諸星　穂積、竹之内　高志 秋 2

ECO2700J 計量経済学 黒澤　昌子 春 2

ECO2710J 費用便益分析 城所　幸弘 春後 2

ECO3330J 都市政策の空間分析 金本　良嗣、河端　瑞貴、安田　昌平 春 2

ECO3700J 計量経済学の応用と実践 後藤　潤 夏 2

ECO3750J 経済シミュレーション分析 細江　宣裕 秋 2

ECO3760J 費用便益分析の応用と実践 城所　幸弘 夏 2

GOV6930J
社会科学方法論＝量的分析 (Social Science Methodology for
Quantitative Analysis)

MASUYAMA Mikitaka Fall 2

STI2030J ビブリオメトリクスとその応用 林　隆之 隔年春 2

STI2250J 計量分析演習 鈴木 潤 秋前 2

STI7031J ビブリオメトリクスとその応用 HAYASHI Takayuki Biyearly Spring 2

STI7251J 計量分析演習 SUZUKI Jun Fall (Session I) 2

Selected Topics in Policy Studies(International Economic Policy
Analysis)

KAWASAKI Kenichi Spring 2

AAss ooff AApprrii11 11sstt,, 22002244

※1 "*"を付した科目はデータサイエンス基幹的・基礎的科目。
Courses with "*" are data science basic/core courses.

※2 開講学期の変更や開講しない場合がある。
     The term of a course may be changed or it may not be offered.

※3 修了直前の夏学期または冬学期の科目は、成績評価のスケジュールの都合上、DS認定証授与要件には含まれない場合があるので注意すること。
Note that data science related courses completed in the summer or winter term immediately before completion may not be registered at the time of certificate judgement, due to the timing of grading.

Global Studies認定証制度について 

Ⅰ 概要 

政策研究大学院大学では、日本人学生の英語科目履修の促進のため、Global Studies（GS）認定証を

2024年4月から設置している。認定証にはAdvancedとBasicの2種類が存在し、以下に定める要件をすべて

満たしたものには認定証を授与する。

Ⅱ 授与要件 

Advanced 

① 英語科目5科目（LAN科目以外）を修得する。

② 国際的指導力育成プログラム（GLD）の学生以外は「LAN0170E Abstract Writing for Japanese
Students」を履修し、英語の論文Abstractを書く。GLDの学生は「LAN0370E Academic Research and 
Writing: A Primer for Public Policy Students」を履修する。 

Basic 

① 英語科目3科目（LAN科目以外）を修得する。

② GLDの学生以外は「LAN0170E Abstract Writing for Japanese Students」を履修し、英語の論文

Abstractを書く。GLDの学生は「LAN0370E Academic Research and Writing: A Primer for Public 
Policy Students」を履修する。 

LAN0170EまたはLAN0370Eの履修により、取得希望とみなし、修得した科目数に応じて修了時に認定証

を授与する。別途認定証取得を申請する必要はない。 ４
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2024年年度度　　修修士士課課程程　　夏夏学学期期時時間間割割　　（（2024年年8月月5日日～～2024年年9月月30日日））

22002244年年33月月66日日現現在在

月月日日   曜曜日日

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

8月月5日日 月月
DEV
2080

E
Ozawa D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析①
細江 G

8月月6日日 火火
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析②
細江 G

8月月7日日 水水
DEV
2080

E
Ozawa D

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法① 米谷 E

8月月8日日 木木
ECO
3700

J
後藤 E

8月月9日日 金金
DEV
2080

E
Ozawa D

DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑨
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析③
細江 G

8月月10日日 土土
GLD
3220

J
道下 E

8月月11日日 日日

8月月12日日 月月

8月月13日日 火火
DEV
2080

E
Ozawa D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析④
細江 G

8月月14日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法② 米谷 E

8月月15日日 木木
DEV
2080

E
Ozawa D

8月月16日日 金金

8月月17日日 土土

8月月18日日 日日

8月月19日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑤
細江 G

8月月20日日 火火

8月月21日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法③ 米谷 E

8月月22日日 木木

8月月23日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑩
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑥
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

8月月25日日 日日

8月月26日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑦
細江 G

8月月27日日 火火

8月月28日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法④ 米谷 E

8月月29日日 木木

8月月30日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑪
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑧
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

9月月1日日 日日

9月月2日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑨
細江 G

Infrastructure Systems Management⑦⑧⑨

情報と安全保障①②

Infrastructure Systems Management⑩⑪⑫

計量経済学の応用と実践①②

1限限（（9:00 ～～ 10:30）） 2限限（（10:40 ～～ 12:10）） 3限限（（13:20 ～～ 14:50）） 4限限（（15:00 ～～ 16:30）） (19:30 ～～ 21:00））

Infrastructure Systems Management①②③

まちづくり政策事例特論①②

Infrastructure Systems Management④⑤⑥ Nature Management and Infrastructure①②

5限限（（16:40 ～～ 18:10）） 6限限（（18:20 ～～ 19:50））

計量経済学の応用と実践③④ Nature Management and Infrastructure③④

8月月31日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応④⑤⑥

情報と安全保障⑤⑥

ネットワークメンテナスのため、講義は実施しません。

まちづくり政策事例特論③④

計量経済学の応用と実践⑤⑥ Nature Management and Infrastructure⑤⑥

8月月24日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応①②③

情報と安全保障③④

Infrastructure Systems Management⑬⑭⑮

まちづくり政策事例特論⑤⑥

計量経済学の応用と実践⑦⑧ Nature Management and Infrastructure⑦⑧

まちづくり政策事例特論⑦⑧

４
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2024年年度度　　修修士士課課程程　　夏夏学学期期時時間間割割　　（（2024年年8月月5日日～～2024年年9月月30日日））

22002244年年33月月66日日現現在在

月月日日   曜曜日日

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

8月月5日日 月月
DEV
2080

E
Ozawa D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析①
細江 G

8月月6日日 火火
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析②
細江 G

8月月7日日 水水
DEV
2080

E
Ozawa D

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法① 米谷 E

8月月8日日 木木
ECO
3700

J
後藤 E

8月月9日日 金金
DEV
2080

E
Ozawa D

DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑨
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析③
細江 G

8月月10日日 土土
GLD
3220

J
道下 E

8月月11日日 日日

8月月12日日 月月

8月月13日日 火火
DEV
2080

E
Ozawa D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析④
細江 G

8月月14日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法② 米谷 E

8月月15日日 木木
DEV
2080

E
Ozawa D

8月月16日日 金金

8月月17日日 土土

8月月18日日 日日

8月月19日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑤
細江 G

8月月20日日 火火

8月月21日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法③ 米谷 E

8月月22日日 木木

8月月23日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑩
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑥
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

8月月25日日 日日

8月月26日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑦
細江 G

8月月27日日 火火

8月月28日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法④ 米谷 E

8月月29日日 木木

8月月30日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑪
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑧
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

9月月1日日 日日

9月月2日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑨
細江 G

Infrastructure Systems Management⑦⑧⑨

情報と安全保障①②

Infrastructure Systems Management⑩⑪⑫

計量経済学の応用と実践①②

1限限（（9:00 ～～ 10:30）） 2限限（（10:40 ～～ 12:10）） 3限限（（13:20 ～～ 14:50）） 4限限（（15:00 ～～ 16:30）） (19:30 ～～ 21:00））

Infrastructure Systems Management①②③

まちづくり政策事例特論①②

Infrastructure Systems Management④⑤⑥ Nature Management and Infrastructure①②

5限限（（16:40 ～～ 18:10）） 6限限（（18:20 ～～ 19:50））

計量経済学の応用と実践③④ Nature Management and Infrastructure③④

8月月31日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応④⑤⑥

情報と安全保障⑤⑥

ネットワークメンテナスのため、講義は実施しません。

まちづくり政策事例特論③④

計量経済学の応用と実践⑤⑥ Nature Management and Infrastructure⑤⑥

8月月24日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応①②③

情報と安全保障③④

Infrastructure Systems Management⑬⑭⑮

まちづくり政策事例特論⑤⑥

計量経済学の応用と実践⑦⑧ Nature Management and Infrastructure⑦⑧

まちづくり政策事例特論⑦⑧

2024年年度度　　修修士士課課程程　　夏夏学学期期時時間間割割　　（（2024年年8月月5日日～～2024年年9月月30日日））

22002244年年33月月66日日現現在在

月月日日   曜曜日日

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

科科目目番番号号 科科目目 教教員員
講講
義義
室室

1限限（（9:00 ～～ 10:30）） 2限限（（10:40 ～～ 12:10）） 3限限（（13:20 ～～ 14:50）） 4限限（（15:00 ～～ 16:30）） (19:30 ～～ 21:00））5限限（（16:40 ～～ 18:10）） 6限限（（18:20 ～～ 19:50））

9月月3日日 火火
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障①

古谷 E

9月月4日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法⑤ 米谷 E

9月月5日日 木木
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障②

古谷 E

9月月6日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑫
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑩
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

9月月8日日 日日

9月月9日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑪
細江 G

9月月10日日 火火
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障③

古谷 E

9月月11日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法⑥ 米谷 E

9月月12日日 木木
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障④

古谷 E

9月月13日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑬
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑫
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

9月月15日日 日日

9月月16日日 月月

9月月17日日 火火
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障⑤

古谷 E

9月月18日日 水水
ECO
3700

J
後藤 E

DEV
2500

E
Chibana D

GLD
3200
J

国際経済法⑦ 米谷 E

9月月19日日 木木
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障⑥

古谷 E

9月月20日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑭
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑬
細江 G

GOV
3500

J
西村、萩野 K

GLD
3220

J
道下 E

9月月22日日 日日

9月月23日日 月月

9月月24日日 火火
ECO
3760

J
城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障⑦

古谷 E

9月月25日日 水水
ECO
3700

J

計量経済学の応
用と実践⑮

後藤 E
DEV
2500

E

Nature Management and
Infrastructure⑮

Chibana D
GLD
3200
J

国際経済法⑧ 米谷 E

9月月26日日 木木
ECO
3760

J

費用便益分析の
応用と実践⑮

城所 F

GLD
3210
J

国際法と安全
保障⑧

古谷 E

9月月27日日 金金
DRM
2010

J

災害リスクマネジメント⑮
（春後・夏）

片山、
山口

D

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑭
細江 G

9月月28日日 土土
GLD
3220

J
道下 E

9月月29日日 日日

9月月30日日 月月
PAD
3120

J

辻田、髙橋
（正）

E

ECO
3750
J

経済シミュ
レーション分

析⑮
細江 G

※ PAD2720J 医医療療政政策策特特論論ⅠⅠはは、、夏夏学学期期にに集集中中講講義義実実施施予予定定（（詳詳細細はは教教員員よよりり案案内内予予定定））。。

※ STI1080J 科科学学技技術術イイノノベベーーシショョンン政政策策立立案案演演習習はは、、8月月3日日（（土土））、、8月月4日日（（日日））、、8月月10日日（（土土））にに講講義義室室Lでで実実施施予予定定。。

※ STI2290J デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン政政策策夏夏学学期期にに集集中中講講義義実実施施予予定定（（詳詳細細はは教教員員よよりり案案内内予予定定））。。

※ STI3140J 科科学学技技術術イイノノベベーーシショョンン政政策策特特論論VVはは、、夏夏学学期期にに集集中中講講義義実実施施予予定定（（詳詳細細はは教教員員よよりり案案内内予予定定））。。

※ GLD3220J 情情報報とと安安全全保保障障 のの1155回回目目のの日日程程はは初初回回授授業業でで通通知知。。

※ 時時間間割割がが変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。

費用便益分析の応用と実践③④

費用便益分析の応用と実践⑤⑥

費用便益分析の応用と実践①②

計量経済学の応用と実践⑨⑩ Nature Management and Infrastructure⑨⑩

9月月7日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応⑦⑧⑨

情報と安全保障⑦⑧

まちづくり政策事例特論⑨⑩

Nature Management and Infrastructure⑪⑫

費用便益分析の応用と実践⑦⑧

9月月14日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応⑩⑪⑫

情報と安全保障⑦⑧

9月月21日日 土土

経済社会統計の整備と課題:国際的整備の潮流と日本の対応⑬⑭⑮

情報と安全保障⑨⑩

計量経済学の応用と実践⑪⑫

費用便益分析の応用と実践⑬⑭

情報と安全保障⑬⑭

まちづくり政策事例特論⑪⑫

費用便益分析の応用と実践⑨⑩

計量経済学の応用と実践⑬⑭ Nature Management and Infrastructure⑬⑭

費用便益分析の応用と実践⑪⑫ ４

4. 修士課程
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Course No. Subjects Professor Time Schedule  Room

ECO3740E Economic Modeling for Policy Simulations Hosoe
Aug.5,9,13,19,23,26,30
(period 4,5)
Sep. 2(period 5)

G

ECO3890E Development Econometrics Takahashi Kazushi Tuesday, Thursday
(period 3) A

DEV2080E Infrastructure Systems Management Ozawa Aug. 5,7,9,13 and 15
(period 1,2,3) D

DEV2500E Nature Management and Infrastructure Chibana Wednesday
(period 4,5) D

Master's Programs TIMETABLE (Summer: Aug.5 - Sep.30, 2024)
As of March 6, 2024

 ＊This timetable is subject  to change.

４

4. 修士課程
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20
24

年年
3月月

6日日
現現

在在

科科
目目

番番
号号

授授
業業

科科
目目

教教
員員

講講
義義

室室
科科

目目
番番

号号
授授

業業
科科

目目
教教

員員
講講

義義
室室

科科
目目

番番
号号

授授
業業

科科
目目

教教
員員

講講
義義

室室
科科

目目
番番

号号
授授

業業
科科

目目
教教

員員
講講

義義
室室

科科
目目

番番
号号

授授
業業

科科
目目

教教
員員

講講
義義

室室
科科

目目
番番

号号
授授

業業
科科

目目
教教

員員
講講

義義
室室

科科
目目

番番
号号

授授
業業

科科
目目

教教
員員

講講
義義

室室

PA
D

30
30 J

医
療
政
策
特
論

II
小
野
、

外
部
講
師

J
D

R
M

30
10 J

災
害
対
策
各
論
Ⅱ

山
口
(真

)
C

EC
O

26
00 J

経
済
政
策
の
理
論
と
展
開

松
谷

K
G

EN
50

40 J
G

R
IP

S 
Fo

ru
m

 II
岩
間
、
飯
塚

想
海
樓

M
O

R
21

00 J

政
策
科
学
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
と
情
報
数
理

 Ⅱ
土
谷
、
竹

之
内

F

PA
D

31
20 J

辻
田
、
髙
橋

（
正
）

E

EC
O

60
90 E

Th
eo

re
tic

al
 F

ou
nd

at
io

n 
of

Ec
on

om
ic

 P
ol

ic
y

Ta
ka

ha
sh

i
Ka

zu
sh

i
I

ST
I

20
80 E

C
om

pa
ra

tiv
e 

An
al

ys
is

 o
f S

ci
en

ce
,

Te
ch

no
lo

gy
 a

nd
 In

no
va

tio
n

Po
lic

y:
 A

si
an

 E
xp

er
ie

nc
es

In
ta

ra
ku

m
ne

rd
E

D
EV

20
20 E

Su
pp

ly
 C

ha
in

 M
an

ag
em

en
t f

or
In

fra
st

ru
ct

ur
e 

Pl
an

ne
rs

In
ou

e
D

D
EV

21
60 J

社
会
基
盤
整
備
の

PP
P/

PF
I

（
秋
前
期
）

日
比
野

D
M

O
R

30
10 J

数
理
モ
デ
ル
分
析
演
習

土
谷
、
諸
星
、

竹
之
内

E
D

EV
21

50 J
都
市
学
の
理
論
と
実
践

岸
井
、
家
田

C
EC

O
33

00 J
都
市
経
済
学

岡
本
（
亮
）

I
G

LD
10

50 J

外
交

ア
カ
デ
ミ
ー

 Ⅰ
(1

9:
30

~2
1:

30
)

粗
会
議
室

3C

ST
I

10
00 E

Ec
on

om
ic

s 
of

 In
no

va
tio

n
In

ta
ra

ku
m

ne
rd

E
EC

O
36

20 J
構
造
変
化
の
下
で
の
財
政
金
融
政
策

黒
田

F

ST
I

22
10 E

Sc
ie

nc
e,

 T
ec

hn
ol

og
y 

an
d

In
no

va
tio

n 
Po

lic
y 

in
 D

ev
el

op
in

g
C

ou
nt

ry
 C

on
te

xt
Iiz

uk
a

C
政
策
研
究
特
論

(サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

)
宮
本

E
D

R
M

20
50 J

気
象
と
災
害

鈴
木
靖

E
R

EG
29

40 J
高
田

F
ST

I
20

60 J
高
等
教
育
・
産
学
連
携
政
策

隅
藏

H

R
EG

31
20 J

塙
I

D
EV

21
80 J

知
花

B
G

LD
24

10 J
国
際
経
済
交
渉
論

篠
田

K

LA
N

03
10 E

In
tro

du
ct

io
n 

to
 A

ca
de

m
ic

 W
rit

in
g

(S
es

si
on

 I)
Pe

tc
hk

o,
 e

t
al

.
C

D
EG

IJ

EC
O

20
20 J

政
府
と
市
場

細
江

I
G

O
V

25
00 J

公
共
経
営
と

制
度
・
組
織
設
計

吉
牟
田

G
LA

N
01

70 E

Ab
st

ra
ct

 W
rit

in
g 

fo
r J

ap
an

es
e

St
ud

en
ts

(S
es

si
on

 I)

O
no

Ke
ik

o
D

G
O

V
22

00 EB
In

te
rn

at
io

na
l R

el
at

io
ns

Br
um

m
er

D
PA

D
27

10 J
医
療
経
営
論

田
極

I
G

LD
10

50 J

外
交

ア
カ
デ
ミ
ー

 Ⅰ
(1

9:
30

~2
1:

30
)

粗
会
議
室

3C

EC
O

34
40 J

世
界
経
済
の
見
方
：
国
際
的
政
策
協

調
の
中
で

鷲
見

H
LA

N
03

00 E

In
tro

du
ct

io
n 

to
 A

ca
de

m
ic

R
es

ea
rc

h
(S

es
si

on
 I)

Pe
tc

hk
o,

 e
t

al
.

想
海
樓

G
EN

50
20 E

Th
e 

W
or

ld
 a

nd
 th

e 
SD

G
s

Ku
do

, e
t a

l.
So

uk
ai

-ro
u 

H
al

l

EC
O

10
50 J

横
山

J
D

R
M

30
30 J

消
防
防
災
減
災
・

被
災
地
学
習

（
春
後
期
～
秋
）

武
田
、
室
田

F
R

EG
20

40 J
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
特
論
Ⅱ

天
羽

H
ST

I
22

20 J
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
評
価

林
隆
之

H

EC
O

18
00 E

Ec
on

om
ic

 D
ev

el
op

m
en

t o
f

So
ut

he
as

t A
si

a
Ku

do
K

PA
D

31
10 J

都
市
政
策
演
習

城
所
、
岡
本
，

細
江
、
金
本
、

高
橋
（
正
）

C
R

EG
29

00 J
横
道
、

外
部
講
師

D

ST
I

21
60 E

Ta
ka

ha
sh

i
Ka

zu
ak

i
I

G
LD

24
20 J

経
済
政
策
分
析

川
﨑

E

ST
I

22
30 E

TB
A

I

ST
I

31
60 J

上
山

H
ST

I
22

50 J
鈴
木
潤

H

ST
I

20
70 J

廣
木
、
角
南

H
ST

I
11

10 J
長
根

H

諸
賀

G
(オ

ン
ラ

イ
ン
）

ST
I

22
80 J

隅
藏

F

小
林

C
(オ

ン
ラ

イ
ン

)

G
LD

31
00 E

Se
m

in
ar

 o
n 

In
te

rn
at

io
na

l
R

el
at

io
ns

 T
he

or
ie

s 
an

d 
R

es
ea

rc
h

M
et

ho
ds

田
中
　
明
彦
、

B
ru
m
m
e
r

E
EC

O
28

80 E

Tr
ad

e 
an

d 
In

du
st

ria
l

D
ev

el
op

m
en

t
So

no
be

D

※
G
L
D
3
9
1
0
E
 
D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
は
火
曜
日
（
1
9
:
3
0
～
2
1
:
3
0
）
に
原
則
開
講
さ
れ
る
。
こ
の
授
業
の
実
施
日
は
講
義
と
し
て
の
外
交
ア
カ
デ
ミ
ー
Ⅰ
は
実
施
し
な
い
の
で
、
両
方
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
G
L
D
学
生
の
み
が
履
修
で
き
る
。

* 時 時
間間

割割
がが

変変
更更

にに
なな
るる
場場

合合
がが

ああ
りり
まま
すす
。。

土土

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
特
論
Ⅶ

（
秋
前
期
）

計
量
分
析
演
習

（
秋
前
期
）

科
学
技
術
外
交
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（
秋
後
期
）

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
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の
た
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ク
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経
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学

（
秋
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期
）
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ジ
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域
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技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
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政
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T
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州
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学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
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で
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）
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～

1
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知
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財
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マ
ネ
ジ
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定
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3
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8
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0
)

科
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技
術

社
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論
概

説
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T
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み
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州
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学
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オ
ン
ラ
イ
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で
開

講
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si
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ま
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づ
く
り
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策
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自
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改
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論
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食
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を
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じ
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地
域
振
興
論

水
圏
国
土
学
(
秋
前
期
）

20
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修修

士士
課課
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秋秋
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22002244年年33月月66日日現現在在

科科目目番番号号 科科目目名名 担担当当教教員員 学学期期 日日程程 講講義義室室

GLD1050J 外交アカデミー Ⅰ 粗　信仁 秋、冬 火木19:30～21:30 会議室
3C

GLD2510J 外交交渉論 鶴岡　公二 冬 月水19:30～21:00 E

GLD3910E Diplomatic Communication PETCHKO
Katerina, et al. 秋、冬

火木19:30～21:30
※外交アカデミーを

実施しない日

会議室
3C

* 時時間間割割がが変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。

2024年年度度　　修修士士課課程程　　冬冬学学期期時時間間割割　　（（2025年年2月月3日日～～2025年年3月月31日日））

４
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